
(57)【要約】

【課題】モバイルネットワークやＩＰ電話などの接続の

監視をする監視技術において、監視されるすべての接続

の監視に関して利用可能な処理能力に過度な要求をしな

い、監視技術を提供する。

【解決手段】第１のノードと第２のノードとの間で測定

データを共有する方法であって、該測定データは、前記

第１のノードによって取得されており、且つ、通信ネッ

トワークのハンドオーバ機構に関連したイベントに関係

し、該方法は、前記ハンドオーバメカニズムに関係した

処理の一部として、前記第１のノードから前記第２のノ

ードへ送信されるシグナリングパケットを選択するステ

ップであって、前記シグナリングパケットが自身に関連

したデータ構造定義を有する、選択するステップと、前

記シグナリングパケットを前記第２のノードへ送信する

前に、前記データ構造定義に従って前記シグナリングパ

ケットに前記測定データを組み込むステップと、を含む

方法及び装置。

　 【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る 方 法 で あ っ て 、 該 測 定 デ ー
タ は 、 前 記 第 １ の ノ ー ド に よ っ て 取 得 さ れ て お り 、 且 つ 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ン ド オ ー
バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 し 、 該 方 法 は 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し て 、 前 記 第 １ の ノ ー ド か ら 前 記 第 ２ の
ノ ー ド へ 送 信 さ れ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 シ グ ナ リ ン
グ パ ケ ッ ト が 自 身 に 関 連 し た デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 前 記 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 す る 前 に 、 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 に
従 っ て 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 前 記 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の ノ ー ド で 前 記 関 連 し た シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト か ら 前 記 測 定 デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 機 構 は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ プ ロ ト コ ル に よ っ て サ ポ ー ト さ れ る 、 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 は 拡 張 可 能 ス キ ー マ で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の ノ ー ド は 、 ホ ー ム ノ ー ド 、 モ バ イ ル ノ ー ド 、 又 は 対 応 ノ ー ド の い ず れ か １ つ
で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 参 加 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 で あ っ
て 、
　 デ ー タ ス ト ア と 、
　 処 理 資 源 で あ っ て 、
　 　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 す る 測 定 デ ー タ を 前 記 デ ー タ ス ト ア に
記 録 す る た め の 測 定 記 録 器 と 、
　 　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 を 成 し 、 且 つ 、 使 用 時 に 、 前 記 ハ ン ド オ
ー バ 機 構 に 参 加 す る 別 の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 特 定 す る た め の パ
ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ て 、 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト が 、 該 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト へ の 追 加
情 報 の 組 み 込 み を サ ポ ー ト で き る デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 パ ケ ッ ト 選 択 器 と 、
　 　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 に 従 っ て 、 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ
ト に 前 記 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の メ ッ セ ー ジ 変 更 器 と 、
　 　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 前 記 別 の ノ ー ド へ 転 送 す る た め の パ ケ ッ ト 転 送 器 と 、 を
提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る 処 理 資 源 と 、 を 備 え る 、 ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 参 加 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 で あ っ
て 、
　 デ ー タ ス ト ア と 、
　 処 理 資 源 で あ っ て 、
　 　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 機 構 、 及 び 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の デ ー タ 構 造 定 義 に よ る 該 シ グ
ナ リ ン グ パ ケ ッ ト へ の 測 定 デ ー タ の 組 み 込 み 、 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 を 成 す 前 記 シ グ ナ リ
ン グ パ ケ ッ ト を 受 信 す る た め の メ ッ セ ー ジ 受 信 機 で あ っ て 、 前 記 測 定 デ ー タ が 、 前 記 ハ ン
ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 す る 、 メ ッ セ ー ジ 受 信 機 と 、
　 　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト か ら 前 記 測 定 デ ー タ を 抽 出 す る た め の 測 定 抽 出 器 と 、
　 　 前 記 測 定 デ ー タ を 前 記 デ ー タ ス ト ア に 記 録 す る た め の デ ー タ 記 録 器 と 、 を 提 供 す る よ
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う に 構 成 さ れ る 処 理 資 源 と 、 を 備 え る 、 ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 測 定 デ ー タ は 、 使 用 時 に 、 前 記 第 １ の ノ ー ド で 取 得 さ れ て お り 、 且 つ 、 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク の ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 し 、 該 シ ス テ ム は 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し て 前 記 第 １ の ノ ー ド か ら 前 記 第 ２ の ノ
ー ド へ 送 信 さ れ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る た め の パ ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ て 、 前 記
シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト が 、 該 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 関 連 し た デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、
パ ケ ッ ト 選 択 器 と 、
　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 前 記 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 す る 前 に 、 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 に
従 っ て 、 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 前 記 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の パ ケ ッ ト 変 更 器 と
、 を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る 方 法 で あ っ て 、 該 測 定 デ ー
タ は 、 前 記 第 １ の ノ ー ド に よ っ て 取 得 さ れ て お り 、 且 つ 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ
ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 し 、 該 方 法 は 、
　 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し て 、 前 記 第 １ の ノ ー ド か ら 前 記 第 ２
の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 シ グ ナ リ
ン グ パ ケ ッ ト が 自 身 に 関 連 し た デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 前 記 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 す る 前 に 、 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 に
従 っ て 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 前 記 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、 方 法
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ の ノ ー ド で 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト か ら 前 記 測 定 デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 を さ ら に 含 む 、
請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ プ ロ ト コ ル に よ っ て サ ポ ー ト さ れ る
、 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 は 拡 張 可 能 ス キ ー マ で あ る 、 請 求 項 ９ 乃 至 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の ノ ー ド は 、 ホ ス ト ノ ー ド 、 プ ロ キ シ ノ ー ド 、 又 は リ ダ イ レ ク ト ノ ー ド の い ず
れ か １ つ で あ る 、 請 求 項 ９ 乃 至 １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 数 の ノ ー ド に 関 す る ネ ッ ト ワ ー ク 性 能 を 測 定 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 複 数 の ノ ー ド は 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド を 含 み 、 該 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド は Ｓ Ｉ Ｐ 通 信
の シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 し 、 該 方 法 は 、
　 請 求 項 ９ な い し １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 前 記 第 １ の ノ ー ド と 前 記 第 ２ の ノ ー ド と の
間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る 前 記 方 法 に 従 っ て 、 前 記 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド の 間 で 測 定 デ ー
タ を 共 有 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 前 記 第 １ の ノ ー ド 及 び 前
記 第 ２ の ノ ー ド に 対 応 す る 、 共 有 す る ス テ ッ プ 、 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 複 数 の ノ ー ド は 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド を 含 み 、 該 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 前 記 Ｓ
Ｉ Ｐ 通 信 の 前 記 シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 し 、 該 方 法 は 、
　 請 求 項 ９ 乃 至 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 前 記 第 １ の ノ ー ド と 前 記 第 ２ の ノ ー ド と の 間
で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る 前 記 方 法 に 従 っ て 、 前 記 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド の 間 で 測 定 デ ー タ
を 共 有 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 前 記 第 １ の ノ ー ド 及 び 前 記
第 ２ の ノ ー ド に 対 応 す る 、 共 有 す る ス テ ッ プ 、
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を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 数 の ノ ー ド に 関 す る ネ ッ ト ワ ー
ク 性 能 を 測 定 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド の 一 方 は 、 前 記 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド 及 び 前 記 第 ２ の 対 の 通
信 ノ ー ド に 共 通 の も の で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 数 の ノ ー ド に 関
す る ネ ッ ト ワ ー ク 性 能 を 測 定 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 遠 隔 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン へ 前 記 測 定 デ ー タ を 通 信 す る ス テ ッ プ 、
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 数 の ノ
ー ド に 関 す る ネ ッ ト ワ ー ク 性 能 を 測 定 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ 又 は 請 求 項 ９ 乃 至 １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 前 記 方 法 を コ ン ピ ュ ー
タ に 実 行 さ せ る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 媒 体 に 記 憶 さ れ た 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 す る た め の ネ ッ ト ワ ー
ク ノ ー ド 装 置 で あ っ て 、
　 デ ー タ ス ト ア と 、
　 処 理 資 源 で あ っ て 、
　 　 前 記 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 す る 測 定 デ ー タ を 前 記 デ ー タ ス
ト ア に 記 録 す る た め の 測 定 記 録 器 と 、
　 　 前 記 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 係 し た 処 理 の 一 部 を 成 し 、 且 つ 、 使 用 時 に 、 前 記 Ｓ
Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 す る 別 の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 特 定
す る た め の パ ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ て 、 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト が 、 該 シ グ ナ リ ン グ パ ケ
ッ ト へ の 追 加 情 報 の 組 み 込 み を サ ポ ー ト で き る デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 パ ケ ッ ト 選 択 器
と 、
　 　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 に 従 っ て 、 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ
ト に 前 記 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の メ ッ セ ー ジ 変 更 器 と 、
　 　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 前 記 別 の ノ ー ド へ 転 送 す る た め の パ ケ ッ ト 転 送 器 と 、 を
提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る 処 理 資 源 と 、 を 備 え る 、 ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 す る た め の ネ ッ ト ワ ー
ク ノ ー ド 装 置 で あ っ て 、
　 デ ー タ ス ト ア と 、
　 処 理 資 源 で あ っ て 、
　 　 前 記 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 、 及 び 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の デ ー タ 構 造 定 義 に よ る
該 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト へ の 測 定 デ ー タ の 組 み 込 み 、 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 を 成 す 前 記 シ
グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 受 信 す る た め の メ ッ セ ー ジ 受 信 機 で あ っ て 、 前 記 測 定 デ ー タ が 、 前
記 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 す る 、 メ ッ セ ー ジ 受 信 機 と 、
　 　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト か ら 前 記 測 定 デ ー タ を 抽 出 す る た め の 測 定 抽 出 器 と 、
　 　 前 記 測 定 デ ー タ を 前 記 デ ー タ ス ト ア に 記 録 す る た め の デ ー タ 記 録 器 と 、 を 提 供 す る よ
う に 構 成 さ れ る 処 理 資 源 と 、 を 備 え る 、 ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 測 定 デ ー タ は 、 使 用 時 に 、 前 記 第 １ の ノ ー ド で 取 得 さ れ て お り 、 且 つ 、 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 し 、 該 シ ス テ ム は
、
　 前 記 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し て 、 前 記 第 １ の ノ ー ド か ら 前 記
第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る た め の パ ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ
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て 、 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト が 該 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 関 連 し た デ ー タ 構 造 定 義 を 有
す る 、 パ ケ ッ ト 選 択 器 と 、
　 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 前 記 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 す る 前 に 、 前 記 デ ー タ 構 造 定 義 に
従 っ て 、 前 記 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 前 記 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の パ ケ ッ ト 変 更 器 と
、 を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 数 の ノ ー ド に 関 す る ネ ッ ト ワ ー ク 性 能 を 測 定 す る た め の シ ス テ ム
で あ っ て 、 前 記 複 数 の ノ ー ド は 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド を 含 み 、 該 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド は
、 使 用 時 に 、 Ｓ Ｉ Ｐ 通 信 の シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 し 、 該 シ ス テ ム は 、
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 前 記 第 １ の ノ ー ド と 前 記 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す
る た め の 前 記 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 前 記 第 １ の ノ ー ド 及 び 前
記 第 ２ の ノ ー ド に 対 応 す る 、 前 記 シ ス テ ム 、 を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 た と え ば 、 通 信 シ ス テ ム の 第 １ の ノ ー ド に よ っ て 取 得 さ れ て 、 第 ２ の ノ ー ド
と 共 有 さ れ る タ イ プ の 測 定 デ ー タ を 共 有 す る 方 法 に 関 す る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー
ク ノ ー ド 装 置 及 び 測 定 デ ー タ を 共 有 す る た め の シ ス テ ム に 関 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 性 能 を 測 定 す る 方 法 及 び ネ ッ ト ワ ー ク 性 能 を 測 定 す る た め の シ ス テ ム に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト は 、 多 数 の 相 互 接 続 さ れ た 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 備 え る 。 ト ポ ロ ジ ー の 観
点 か ら 言 え ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト は 、 互 い に 通 信 で き る 多 数 の ノ ー ド を 備 え る 。 移 動 ノ ー ド
が イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 他 の ノ ー ド と 通 信 す る こ と が 時 に 望 ま し
い 場 合 が あ る 。 移 動 ノ ー ド が 通 信 す る ノ ー ド は 、 対 応 ノ ー ド と し て 知 ら れ て い る 。 実 際 に
は 、 移 動 ノ ー ド は 多 数 の 対 応 ノ ー ド を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 用 語 「 移 動 」 が 意 味 す る よ う に 、 移 動 ノ ー ド は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に 対 す る ト ポ ロ ジ ー 接
続 ポ イ ン ト が １ つ に 制 限 さ れ な い 。 そ れ ど こ ろ か 、 移 動 ノ ー ド は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に 対 す
る 多 数 の ト ポ ロ ジ ー 接 続 ポ イ ン ト 間 を 移 動 す る こ と が で き 、 多 数 の ト ポ ロ ジ ー 接 続 ポ イ ン
ト に 接 続 す る こ と が で き る 。 移 動 ノ ー ド は 、 ホ ー ム ア ド レ ス に よ っ て 特 定 さ れ る 。 ホ ー ム
ア ド レ ス は 、 ホ ー ム リ ン ク の イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル （ Ｉ Ｐ ） ア ド レ ス に 対 応 す る も の
で あ る 。 ホ ー ム リ ン ク は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト (Home Agent)と し て 知 ら れ て い る ル ー タ と
の 通 信 リ ン ク で あ る 。 ホ ー ム リ ン ク は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に 対 す る 初 期 ト ポ ロ ジ ー 接 続 ポ イ
ン ト に 対 応 す る も の で あ る 。 こ の 初 期 ト ポ ロ ジ ー 接 続 ポ イ ン ト 以 外 の ト ポ ロ ジ ー 接 続 ポ イ
ン ト に 位 置 す る ル ー タ と の リ ン ク は 、 外 部 リ ン ク (Foreign Link)と し て 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 移 動 ノ ー ド が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に 対 す る 初 期 ト ポ ロ ジ ー 接 続 ポ イ ン ト か ら 外 部 リ ン ク へ
移 動 す る と 、 外 部 リ ン ク の ル ー タ は 、 移 動 ノ ー ド が 気 付 ア ド レ ス （ Care-of Address） を
自 動 的 に 構 成 す る こ と を 可 能 に す る 情 報 を 含 ん だ 広 告 (advertisements)を 送 信 す る 。 気 付
ア ド レ ス は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に 対 す る 移 動 ノ ー ド の 現 在 の ト ポ ロ ジ ー 接 続 ポ イ ン ト を 特 定
す る Ｉ Ｐ ア ド レ ス で あ る 。 も ち ろ ん 、 気 付 ア ド レ ス を 形 成 す る 他 の 技 法 、 た と え ば 、 動 的
ホ ス ト 構 成 プ ロ ト コ ル (Dynamic Host Configuration Protocol)（ Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ ） ｖ ６ が 存 在
す る こ と が 当 業 者 に は 十 分 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 後 、 移 動 ノ ー ド が 他 の 外 部 リ ン ク へ 移 動 す る と 、 新 し い 各 気 付 ア ド レ ス が 割 り 当 て
ら れ る 。 気 付 ア ド レ ス は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト に 登 録 さ れ る 。 対 応 ノ ー ド と 移 動 ノ ー ド と
の 間 の 連 続 し た 接 続 を 維 持 す る た め に 、 移 動 プ ロ ト コ ル が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ プ ロ ト コ ル は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ タ ス ク フ ォ ー ス （ Ｉ
Ｅ Ｔ Ｆ ） の モ バ イ ル Ｉ Ｐ ワ ー キ ン グ グ ル ー プ に よ っ て 考 案 さ れ た も の で あ り 、 移 動 ノ ー ド
の 移 動 を 管 理 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ の プ ロ ト コ ル は 、 移 動 ノ ー ド が た と え ば ホ ー
ム リ ン ク か ら 外 部 リ ン ク へ の 移 動 を 試 み る 時 に 、 Ｉ Ｐ レ イ ヤ の 上 の 通 信 を 維 持 す る た め の
、 「 ハ ン ド オ ー バ 」 と し て 知 ら れ て い る 特 定 の メ カ ニ ズ ム を 有 す る 。 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ の
ハ ン ド オ ー バ 機 構 (mechanism)は 、 ホ ー ム リ ン ク (Home Link)の ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト 、 移 動
ノ ー ド 、 及 び 対 応 ノ ー ド の 間 で 複 数 の メ ッ セ ー ジ 交 換 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ハ ン ド オ ー バ 機 構 、 特 に 、 さ ま ざ ま な メ ッ セ ー ジ 交 換 に は 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 各 メ ッ
セ ー ジ 要 請 （ message solicitation） 又 は メ ッ セ ー ジ 交 換 に 関 連 し た 個 々 の 遅 延 の 合 計 か
ら 成 る 全 ハ ン ド オ ー バ 待 ち 時 間 が 関 連 す る 。 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の ス テ ー ジ (stages)の １ つ
又 は 複 数 に 関 す る 情 報 は 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 を 管 理 す る た め に 診 断 値 を 有 す る 。 実 際 は 、
収 集 さ れ た デ ー タ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 現 在 の オ ペ レ ー シ ョ ン 及 び 「 健 全 性 」 を 監 視 す る の
に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 点 で 、 シ ン プ ル ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 プ ロ ト コ ル を 使 用 し て ル ー タ の イ ン タ ー フ ェ ー ス
を 流 れ る パ ケ ッ ト に 関 し て 、 パ ケ ッ ト カ ウ ン ト や バ イ ト カ ウ ン ト 等 の 低 レ ベ ル の 統 計 値 を
抽 出 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 Cisco Systems社 に よ っ て 作 製 さ れ た Ｎ ｅ ｔ Ｆ ｌ ｏ
ｗ 等 の シ ス テ ム は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ト ラ フ ィ ッ ク の 高 レ ベ ル の フ ロ ー ベ ー ス (flow-based)の
監 視 を サ ポ ー ト す る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 統 合 シ ス テ ム は 、 統 計 値 の 監 視 を 提 供 す
る た め に 使 用 さ れ る ル ー タ 等 の ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス に 大 き な 負 担 を 負 わ せ る 可 能 性 が あ
る 。 そ の 結 果 、 ネ ッ ト ワ ー ク デ バ イ ス の 性 能 問 題 を 回 避 す る た め に 、 ネ ッ ト ワ ー ク オ ペ レ
ー タ の 中 に は 、 プ ロ ー ブ を 配 備 す る 者 が い る 。 こ の よ う な 既 知 の １ つ の ネ ッ ト ワ ー ク プ ロ
ー ブ は 、 「 Ｓ Ｎ Ｍ Ｐ 、 Ｓ Ｎ Ｍ Ｐ ｖ ２ 、 Ｓ Ｎ Ｍ Ｐ ｖ ３ 、 並 び に Ｒ Ｍ Ｏ Ｎ １ 及 び Ｒ Ｍ Ｏ Ｎ ２ 」
（ William Stallings, Addison Wesley） で 説 明 さ れ て い る よ う な 遠 隔 監 視 （ Ｒ Ｍ Ｏ Ｎ （ R
emote MONitoring） ） プ ロ ー ブ で あ る 。 Ｒ Ｍ Ｏ Ｎ プ ロ ー ブ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ト ラ フ ィ ッ ク
の 詳 細 な 視 野 が 必 要 と さ れ る 場 所 で 使 用 さ れ 、 特 に 、 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ 時 に 使 用 さ
れ る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な プ ロ ー ブ は 、 高 価 で あ り 、 し た が っ て 、 精 選 さ れ た 少 数
の 場 所 に 配 備 さ れ る 。 そ の 結 果 、 障 害 が 発 生 し た 時 、 そ れ ら 障 害 は 、 プ ロ ー ブ が 存 在 す る
位 置 で 常 に 発 生 す る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 を 監 視 す る こ と に 関 し て 、 上 記 既 知 の 監 視 技 法 に よ っ
て 行 わ れ る 測 定 は 、 あ ま り に 低 レ ベ ル す ぎ る か 、 又 は 、 好 ま し く は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト
及 び あ ら ゆ る 外 部 リ ン ク 若 し く は イ ン タ ー ネ ッ ト ア ク セ ス ポ イ ン ト が 測 定 能 力 を 装 備 す る
こ と を 必 要 と す る こ と に な る 。 さ ら に 、 Ｉ Ｐ Ｓ ｅ ｃ （ イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル セ キ ュ リ
テ ィ ） セ キ ュ リ テ ィ が 使 用 さ れ て い る 場 合 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ の 移 動 ヘ ッ ダ は 、 暗 号 化 さ
れ る 場 合 が あ り 、 し た が っ て 、 暗 号 化 鍵 が 利 用 可 能 で あ り 、 且 つ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 監 視 シ ス
テ ム に 分 配 さ れ て い る 状 態 に な い 限 り 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ の 移 動 ヘ ッ ダ を リ ン ク に ト レ ー
ス す る こ と が で き な い 。 ま た 、 ノ ー ド 又 は リ ン ク を 受 動 的 に 監 視 す る 場 合 、 全 ハ ン ド オ ー
バ 待 ち 時 間 だ け で な く 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ の ハ ン ド オ ー バ に 関 連 し た 個 々 の 要 素 の メ ッ セ
ー ジ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 遅 延 を も 計 算 す る に は 、 す べ て の 測 定 デ ー タ に 適 切 に タ グ を 付 け て
、 そ れ ら 測 定 デ ー タ を 収 集 し て 相 関 さ せ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 技 術 で あ る Ｉ Ｐ 上 の 音 声 は 、 同 様 に デ ー タ の パ ケ ッ ト を 使 用 す る が 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 呼 を
ハ ン ド リ ン グ す る よ う に 装 備 さ れ た ２ つ 又 は ３ つ 以 上 の 端 末 間 で 音 声 呼 を 通 信 す る 発 展 中
の イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル （ Ｉ Ｐ ） 技 術 で あ る 。 従 来 、 パ ケ ッ ト 交 換 通 信 は 、 端 末 間 で
、 た と え ば ウ ェ ブ ペ ー ジ と い っ た デ ー タ を 通 信 す る の に 使 用 さ れ て い た 。 携 帯 情 報 端 末 （
Ｐ Ｄ Ａ ） や 他 の 移 動 端 末 等 の 移 動 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ デ バ イ ス に 適 し た Ｖ ｏ Ｉ Ｐ チ ッ プ セ
ッ ト の 生 産 に 関 す る 最 近 の 技 術 進 歩 に よ っ て 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ の 人 気 が 高 ま っ て い る 。 モ バ イ ル
市 場 及 び 無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ Ｌ Ａ Ｎ ） 市 場 が 開 始 さ れ て 発 展 す る こ と に 伴
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い 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ は 、 電 話 通 信 に つ い て 、 統 合 し 且 つ 収 束 し た 支 配 的 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 選
択 肢 に な る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 電 話 通 信 の 成 功 に 貢 献 す る １ つ の 因 子 は サ ー ビ ス 品 質 （ Ｑ ｏ Ｓ
） で あ る 。 そ の 結 果 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ を 対 象 に す る サ ー ビ ス 保 証 製 品 が 開 発 さ れ て お り 、 現 在 、
こ の サ ー ビ ス 保 証 製 品 は 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 呼 及 び 音 声 品 質 の 基 盤 を サ ポ ー ト す る 動 作 性 能 特 性 に
対 処 す る ２ つ の 技 術 の い ず れ か 一 方 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ つ の サ ー ビ ス 保 証 技 術 は 、 能 動 型 測 定 技 術 （ Active Measurement Technology） と し
て 知 ら れ て お り 、 サ ー ビ ス に つ い て 対 象 と な る 特 定 の 性 能 メ ト リ ッ ク に 対 処 す る た め に 、
Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 呼 を サ ポ ー ト す る パ ケ ッ ト 交 換 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 整 形 さ れ た 合 成 ト ラ フ ィ ッ ク の
生 成 、 伝 送 、 及 び 捕 捉 を 含 む 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 測 定 は 、 合 成 ト ラ フ ィ ッ ク に 関 す
る も の で あ り 、 実 際 の ユ ー ザ ト ラ フ ィ ッ ク に 関 す る も の で は な く 、 そ の た め 、 実 際 の ユ ー
ザ ト ラ フ ィ ッ ク の 経 験 を 反 映 し な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 代 替 的 な 一 技 術 は 、 受 動 型 測 定 技 術 （ Passive Measurement Technology） と し て 知 ら れ
て い る 。 こ の 技 術 は 、 サ ー ビ ス を 中 断 す る こ と な く 、 リ ン ク 上 の 実 際 の ユ ー ザ ト ラ フ ィ ッ
ク を 観 測 す る た め に 、 タ ッ プ を 使 用 し て Ｓ Ｉ Ｐ コ ン ポ ー ネ ン ト 間 の リ ン ク に プ ロ ー ブ を 接
続 す る 。 し か し な が ら 、 こ の 受 動 型 技 法 は 、 デ ー タ 捕 捉 タ イ ム ス タ ン プ （ data capture t
imestamp） 等 の 他 の 注 釈 を 有 す る リ ン ク 上 で 観 測 さ れ た 実 際 の ユ ー ザ ト ラ フ ィ ッ ク に 関 す
る フ ィ ル タ リ ン グ 、 サ ン プ リ ン グ 、 及 び デ ー タ 削 減 に 依 拠 す る 。 こ れ ら の 技 法 は 、 複 数 の
リ ン ク を 同 時 に プ ロ ー ブ す る こ と を 必 要 と し 、 こ れ は 、 こ の よ う な サ ー ビ ス 保 証 技 術 の 配
備 を 複 雑 に し 、 関 連 コ ス ト を 増 加 さ せ る 。 さ ら に 、 大 規 模 な オ ペ レ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク で は
、 こ の よ う な 技 術 の 配 備 は 、 非 ス ケ ー ラ ブ ル と な り 、 い く つ か の コ ア ネ ッ ト ワ ー ク で は 、
監 視 さ れ る す べ て の 接 続 の 監 視 に 関 し て 利 用 可 能 な 処 理 能 力 に 過 度 な 要 求 を 行 う こ と が 知
ら れ て い る 。 さ ら に 不 利 な 点 は 、 た と え ば 片 道 遅 延 測 定 と い っ た ２ 点 測 定 を 行 う こ と に 関
連 し た 処 理 が 複 雑 に な る こ と で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 モ バ イ ル ネ ッ ト ワ ー ク や Ｉ Ｐ 電 話 な ど の 接 続 の 監 視 を す る 監 視 技 術 に お い て 、 監 視 さ れ
る す べ て の 接 続 の 監 視 に 関 し て 利 用 可 能 な 処 理 能 力 に 過 度 な 要 求 を し な い 、 監 視 技 術 が 求
め ら れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有
す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 測 定 デ ー タ は 、 第 １ の ノ ー ド に よ っ て 取 得 さ れ て お り 、 且 つ
、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 す る 。 本 方 法 は 、 ハ ン
ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し て 、 第 １ の ノ ー ド か ら 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る
シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト が 自 身 に 関 連
し た デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 選 択 す る ス テ ッ プ と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 第 ２ の ノ ー
ド へ 送 信 す る 前 に 、 デ ー タ 構 造 定 義 に 従 っ て シ グ ナ 0リ ン グ パ ケ ッ ト に 測 定 デ ー タ を 組 み
込 む ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト は 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 一 部 と し て 行 わ れ る 任 意
の イ ベ ン ト と す る こ と も で き る し 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 が 、 第 １ の ノ ー ド 及 び ／ 若 し く は 第
２ の ノ ー ド 並 び に ／ 又 は 他 の 任 意 の ノ ー ド の 間 の 通 信 を 円 滑 に す る の に 使 用 さ れ る 結 果 、
必 要 と さ れ る 任 意 の イ ベ ン ト 又 は 望 ま し い 任 意 の イ ベ ン ト と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の こ の 部 分 は 、 第 １ の ノ ー ド 及 び ／ 若 し く は 第 ２ の ノ
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ー ド 並 び に ／ 又 は 他 の 任 意 の ノ ー ド の 間 の 一 方 向 又 は 双 方 向 で あ る 任 意 の ダ イ ア ロ グ と す
る こ と が で き る 。 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の こ の 部 分 は 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関
連 し た イ ベ ン ト と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 方 法 は 、 第 ２ の ノ ー ド で 関 連 し た シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 シ グ
ナ リ ン グ パ ケ ッ ト か ら 測 定 デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 を さ ら に 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 測 定 デ ー タ は 、 第 ２ の ノ ー ド で 記 憶 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ハ ン ド オ ー バ 機 構 は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ プ ロ ト コ ル に よ っ て サ ポ ー ト す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 デ ー タ 構 造 定 義 は 、 拡 張 可 能 ス キ ー マ と す る こ と が で き る 。 こ の 拡 張 可 能 ス キ ー マ は 、
シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の 拡 張 ヘ ッ ダ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の ノ ー ド は 、 ホ ー ム ノ ー ド (home node)、 モ バ イ ル ノ ー ド 、 又 は 対 応 ノ ー ド (corres
pondent node)の い ず れ か １ つ と す る こ と が で き る 。 第 ２ の ノ ー ド は 、 第 １ の ノ ー ド が ホ
ー ム ノ ー ド で な い 場 合 に 、 ホ ー ム ノ ー ド と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 ２ の ノ ー ド は 、
第 １ の ノ ー ド が 移 動 ノ ー ド で な い 場 合 に 、 移 動 ノ ー ド と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 ２
の ノ ー ド は 、 第 １ の ノ ー ド が 対 応 ノ ー ド で な い 場 合 に 、 対 応 ノ ー ド と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 記 録 さ れ た 測 定 デ ー タ は 、 所 定 の 期 間 の 間 、 消 去 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に 関 し て 上 述 し た よ う な 方 法 を コ ン
ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム コ ー ド 手 段 を 備 え る コ ン ピ ュ ー タ プ
ロ グ ラ ム コ ー ド 要 素 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム コ ー ド 要 素 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 媒 体 に 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 に よ れ ば 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 参 加 （ particip
ating） す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 が 提 供 さ れ る 。 本 装 置 は 、 デ ー タ ス ト ア と 、
処 理 資 源 で あ っ て 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 す る 測 定 デ ー タ を デ ー タ ス
ト ア に 記 録 す る た め の 測 定 記 録 器 と 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 を 成 し 、 且
つ 、 使 用 時 に 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 参 加 す る 別 の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ
ッ ト (signalling packet)を 特 定 す る た め の パ ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ て 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ
ッ ト が 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト へ の 追 加 情 報 の 組 み 込 み を サ ポ ー ト で き る デ ー タ 構 造 定 義
を 有 す る 、 パ ケ ッ ト 選 択 器 と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の デ ー タ 構 造 定 義 に 従 っ て 、 シ グ ナ
リ ン グ パ ケ ッ ト に 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の メ ッ セ ー ジ 変 更 器 と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ
ト を 別 の ノ ー ド へ 転 送 す る た め の パ ケ ッ ト 転 送 器 と 、 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る 処 理 資
源 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 に よ れ ば 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 参 加 す る た め の
ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 が 提 供 さ れ る 。 本 装 置 は 、 デ ー タ ス ト ア と 、 処 理 資 源 で あ っ て 、
ハ ン ド オ ー バ 機 構 、 及 び 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の デ ー タ 構 造 定 義 に よ る シ グ ナ リ ン グ パ
ケ ッ ト へ の 測 定 デ ー タ の 組 み 込 み 、 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 を 成 す シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を
受 信 す る た め の メ ッ セ ー ジ 受 信 機 で あ っ て 、 測 定 デ ー タ が 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た
イ ベ ン ト に 関 係 す る 、 メ ッ セ ー ジ 受 信 機 と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト か ら 測 定 デ ー タ を 抽 出
す る た め の 測 定 抽 出 器 と 、 測 定 デ ー タ を デ ー タ ス ト ア に 記 録 す る た め の デ ー タ 記 録 器 と 、
を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る 処 理 資 源 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 に よ れ ば 、 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有
す る た め の シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の 測 定 デ ー タ は 、 使 用 時 に 、 第 １ の ノ ー ド で 取 得 さ
れ て お り 、 且 つ 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 す る 。
本 シ ス テ ム は 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し て 第 １ の ノ ー ド か ら 第 ２ の ノ
ー ド へ 送 信 さ れ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る た め の パ ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ て 、 シ グ
ナ リ ン グ パ ケ ッ ト が 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 関 連 し た デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 パ ケ ッ
ト 選 択 器 と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 す る 前 に 、 デ ー タ 構 造 定 義 に 従
っ て 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の パ ケ ッ ト 変 更 器 と 、 を 備 え る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 に よ れ ば 、 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有
す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 測 定 デ ー タ は 、 第 １ の ノ ー ド に よ っ て 取 得 さ れ て お り 、 且 つ
、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 す
る 。 本 方 法 は 、 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し て 、 第 １ の ノ ー ド か ら
第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 シ グ ナ リ
ン グ パ ケ ッ ト が 自 身 に 関 連 し た デ ー タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 選 択 す る ス テ ッ プ と 、 シ グ ナ リ
ン グ パ ケ ッ ト を 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 す る 前 に 、 デ ー タ 構 造 定 義 に 従 っ て シ グ ナ リ ン グ パ ケ
ッ ト に 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 方 法 は 、 第 ２ の ノ ー ド で シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 シ グ ナ リ ン グ
パ ケ ッ ト か ら 測 定 デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ プ ロ ト コ ル に よ っ て サ ポ ー ト さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 デ ー タ 構 造 定 義 は 拡 張 可 能 ス キ ー マ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ の ノ ー ド は 、 ホ ス ト ノ ー ド 、 プ ロ キ シ ノ ー ド 、 又 は リ ダ イ レ ク ト ノ ー ド (redirect 
node)の い ず れ か １ つ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 態 様 に よ れ ば 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 数 の ノ ー ド に 関 す る ネ ッ ト ワ ー ク
性 能 を 測 定 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 複 数 の ノ ー ド は 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド を 含 み 、 第
１ の 対 の 通 信 ノ ー ド は Ｓ Ｉ Ｐ 通 信 の シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 す る 。 本 方 法 は
、 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 に つ い て 上 述 し た よ う に 、 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測
定 デ ー タ を 共 有 す る 方 法 に 従 っ て 、 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る ス
テ ッ プ を 含 む 。 こ の 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 第 １ の ノ ー ド 及 び 第 ２ の ノ ー ド に 対 応 す る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 複 数 の ノ ー ド は 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド を 含 み 得 、 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 通 信
の シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 す る 。 本 方 法 は 、 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 に つ い て 上
述 し た よ う に 、 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る 方 法 に 従 っ て
、 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 。 こ の 第 ２ の
対 の 通 信 ノ ー ド は 、 第 １ の ノ ー ド 及 び 第 ２ の ノ ー ド に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド の 一 方 は 、 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド 及 び 第 ２ の 対 の 通 信 ノ ー ド に 共
通 の も の で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 方 法 は 、 遠 隔 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン へ 測 定 デ ー タ を 通 信 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 み 得
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ８ の 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 ６ 又 は 第 ７ の 態 様 に つ い て 上 述 し た よ う に 、
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本 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム コ ー ド 手 段 を 備 え る 、
コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム コ ー ド 要 素 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム コ ー ド 要 素 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 媒 体 に 実 施 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ９ の 態 様 に よ れ ば 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ
ン に 参 加 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 が 提 供 さ れ る 。 本 装 置 は 、 デ ー タ ス ト ア と 、
処 理 資 源 で あ っ て 、 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 す る 測 定 デ ー タ を デ
ー タ ス ト ア に 記 録 す る た め の 測 定 記 録 器 と 、 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 係 し た 処 理 の 一
部 を 成 し 、 且 つ 、 使 用 時 に 、 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 参 加 す る 別 の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る
、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 特 定 す る た め の パ ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ て 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ
ト が 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト へ の 追 加 情 報 の 組 み 込 み を サ ポ ー ト で き る デ ー タ 構 造 定 義 を
有 す る 、 パ ケ ッ ト 選 択 器 と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の デ ー タ 構 造 定 義 に 従 っ て 、 シ グ ナ リ
ン グ パ ケ ッ ト に 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の メ ッ セ ー ジ 変 更 器 と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト
を 別 の ノ ー ド へ 転 送 す る た め の パ ケ ッ ト 転 送 器 と 、 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る 処 理 資 源
と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 態 様 に よ れ ば 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ
ョ ン に 参 加 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 が 提 供 さ れ る 。 本 装 置 は 、 デ ー タ ス ト ア と
、 処 理 資 源 で あ っ て 、 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 、 及 び 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト の デ ー タ 構
造 定 義 に よ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト へ の 測 定 デ ー タ の 組 み 込 み 、 に 関 係 し た 処 理 の 一 部 を
成 す シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 受 信 す る た め の メ ッ セ ー ジ 受 信 機 で あ っ て 、 測 定 デ ー タ が 、
Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た イ ベ ン ト に 関 係 す る 、 メ ッ セ ー ジ 受 信 機 と 、 シ グ ナ リ
ン グ パ ケ ッ ト か ら 測 定 デ ー タ を 抽 出 す る た め の 測 定 抽 出 器 と 、 測 定 デ ー タ を デ ー タ ス ト ア
に 記 録 す る た め の デ ー タ 記 録 器 と 、 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ る 処 理 資 源 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ １ の 態 様 に よ れ ば 、 第 １ の ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共
有 す る た め の シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の 測 定 デ ー タ は 、 使 用 時 に 、 第 １ の ノ ー ド で 取 得
さ れ て お り 、 且 つ 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た
イ ベ ン ト に 関 係 す る 。 本 シ ス テ ム は 、 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 係 し た 処 理 の 一 部 と し
て 、 第 １ の ノ ー ド か ら 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 さ れ る シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 選 択 す る た め の
パ ケ ッ ト 選 択 器 で あ っ て 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト が シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 関 連 し た デ ー
タ 構 造 定 義 を 有 す る 、 パ ケ ッ ト 選 択 器 と 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト を 第 ２ の ノ ー ド へ 送 信 す
る 前 に 、 デ ー タ 構 造 定 義 に 従 っ て 、 シ グ ナ リ ン グ パ ケ ッ ト に 測 定 デ ー タ を 組 み 込 む た め の
パ ケ ッ ト 変 更 器 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ ２ の 態 様 に よ れ ば 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 数 の ノ ー ド に 関 す る ネ ッ ト ワ ー
ク 性 能 を 測 定 す る た め の シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の 複 数 の ノ ー ド は 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー
ド を 含 み 、 第 １ の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 使 用 時 に 、 Ｓ Ｉ Ｐ 通 信 の シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ
ョ ン に 参 加 す る 。 本 シ ス テ ム は 、 本 発 明 の 第 １ １ の 態 様 に つ い て 上 述 し た よ う に 、 第 １ の
ノ ー ド と 第 ２ の ノ ー ド と の 間 で 測 定 デ ー タ を 共 有 す る た め の シ ス テ ム を 備 え る 。 こ の 第 １
の 対 の 通 信 ノ ー ド は 、 第 １ の ノ ー ド 及 び 第 ２ の ノ ー ド に 対 応 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 そ れ ぞ れ Ｉ Ｐ ｖ ６ ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ を 容 易 に す る 、 測 定 デ ー タ を 収
集 す る 方 法 、 測 定 デ ー タ を 収 集 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド 装 置 、 及 び 測 定 デ ー タ を 収
集 す る た め の シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。 詳 細 に は 、 関 係 し た メ ッ セ ー ジ が 常
に 測 定 処 理 の 一 部 と し て ま と め ら れ 、 必 要 に 応 じ て 、 移 動 ノ ー ド と ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト と
の 間 及 び そ の 逆 に お い て 「 ピ ギ ー バ ッ ク (piggybacked)」 さ れ る の で 、 イ ベ ン ト 又 は メ ッ
セ ー ジ の そ の 後 の 相 関 が 必 要 と さ れ な い 。 さ ら に 、 正 確 な ポ イ ン ト に お け る プ ロ ト コ ル ス
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タ ッ ク (protocol stack)と の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 通 じ て 、 監 視 及 び ピ ギ ー バ ッ ク を 発 信 パ
ケ ッ ト の 暗 号 化 前 及 び 終 了 パ ケ ッ ト の 解 読 直 後 に 行 う こ と が で き る の で 、 Ｉ Ｐ レ イ ヤ に お
け る シ グ ナ リ ン グ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 暗 号 化 が 測 定 デ ー タ の 収 集 を 妨 げ る こ と も な い 。 こ
れ に 加 え て 、 お そ ら く 、 完 全 な 測 定 ト レ ー ス を 中 央 管 理 局 へ 転 送 し て 戻 す 最 終 手 段 と し て
の 場 合 を 除 い て 、 測 定 デ ー タ は 、 既 存 の パ ケ ッ ト に 追 加 さ れ 、 測 定 デ ー タ 自 体 の 転 送 用 に
完 全 に 専 用 化 さ れ た Ｉ Ｐ ｖ ６ パ ケ ッ ト を 必 要 と し な い の で 、 被 る 帯 域 幅 オ ー バ ー ヘ ッ ド は
、 受 動 型 監 視 手 法 と 比 較 し て 低 い 。 よ り 基 本 的 な 方 法 は 、 い ず れ か の 端 部 で １ つ の ポ イ ン
ト を イ ン ス ツ ル メ ン ト (instrumentation： 取 り 付 け )す る こ と し か 使 用 で き ず 、 そ の 結 果
、 イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ た サ イ ト 又 は デ バ イ ス の 個 数 は 少 な く な る が 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン
ト 及 び 移 動 ノ ー ド の ２ つ の ポ イ ン ト し か イ ン ス ツ ル メ ン ト す る 必 要 が な い エ ン ド ツ ー エ ン
ド 測 定 技 法 が 提 供 さ れ る こ と は 好 都 合 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 方 法 は 容 易 に ス ケ ー ラ ブ
ル (scalable:測 定 可 能 )で あ る 。 ま た 、 い く つ か の ベ ー ス ラ イ ン (baseline:指 標 )測 定 が 、
同 期 ク ロ ッ ク を 必 要 と す る こ と な く 可 能 で あ る 。 そ の 代 わ り 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ た ノ
ー ド の ロ ー カ ル ク ロ ッ ク の 使 用 を 通 じ て 、 相 対 的 な 時 刻 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 測 定 デ ー タ を 共 有 す る 方 法 と 、 測 定 デ ー タ を 共 有 す る た め の シ ス テ ム と 、
測 定 処 理 の 一 部 と し て 関 係 し た デ ー タ を 共 に 保 存 す る こ と 並 び に 協 働 測 定 ポ イ ン ト へ の 情
報 及 び 協 働 測 定 ポ イ ン ト か ら の 情 報 を 「 ピ ギ ー バ ッ ク 」 す る こ と に よ っ て 、 イ ベ ン ト 又 は
メ ッ セ ー ジ の そ の 後 の 相 関 を 行 う 必 要 を な く す ノ ー ド 装 置 と を 提 供 す る こ と も 可 能 で あ る
。 測 定 デ ー タ は 既 存 の パ ケ ッ ト に 加 え ら れ る の で 、 被 る 帯 域 幅 の オ ー バ ー ヘ ッ ド は 、 そ の
転 送 パ ケ ッ ト を 十 分 に 羽 毛 で 覆 う 必 要 の あ る 上 述 し た 能 動 型 測 定 手 法 及 び 受 動 型 測 定 手 法
と 比 較 し て 小 さ い 。 さ ら に 、 測 定 値 及 び ト リ ガ を ピ ギ ー バ ッ ク す る の に 実 際 の ユ ー ザ シ グ
ナ リ ン グ ト ラ フ ィ ッ ク (real user signalling traffic)を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 測 定 値
は 実 際 の ユ ー ザ ト ラ フ ィ ッ ク の 経 験 を 真 に 反 映 し た も の と な る 。 こ れ に 加 え て 、 協 働 測 定
ポ イ ン ト か ら の デ ー タ 収 集 は 、 外 部 の 問 題 で あ り 、 こ の 外 部 の 問 題 に つ い て 、 す べ て の 測
定 手 法 は デ ー タ 収 集 用 の 既 存 の 技 法 を 利 用 し 、 た と え ば 、 管 理 情 報 ベ ー ス （ Ｍ Ｉ Ｂ ） 及 び
シ ン プ ル ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 プ ロ ト コ ル （ Ｓ Ｎ Ｍ Ｐ ） 、 周 期 的 な 間 隔 で の 結 果 の ス ト リ ー ミ
ン グ 、 要 求 ／ 応 答 サ ー ビ ス 、 又 は 公 表 ／ 加 入 サ ー ビ ス を 利 用 す る 。 さ ら に 、 本 測 定 技 法 は
、 性 質 上 、 エ ン ド ツ ー エ ン ド で あ り 、 し た が っ て 、 十 分 な デ ー タ を 供 給 し て 一 定 の 計 算 の
実 行 を 可 能 に す る よ う に シ ス テ ム を イ ン ス ツ ル メ ン ト す る こ と の み を 必 要 と す る 。 そ れ に
よ っ て 、 コ ス ト 、 複 雑 度 、 及 び 同 じ 機 能 を 実 行 す る た め の 専 用 の プ ロ ー ブ の 要 件 が 削 減 さ
れ る 。 こ れ に 加 え て 、 デ ー タ を 共 有 す る こ と が で き 、 経 過 を 監 視 す る こ と が で き 、 且 つ ／
又 は 、 メ ッ セ ー ジ 、 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 、 及 び ／ 若 し く は ダ イ ア ロ グ の 測 定 を 行 う こ と が で
き る 。 ま た 、 同 期 ク ロ ッ ク を 必 要 と す る こ と な く 、 い く つ か の ベ ー ス ラ イ ン 測 定 を 行 う こ
と も 可 能 で あ る 。 そ の 代 わ り 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ た ノ ー ド の 局 所 ク ロ ッ ク の 使 用 を 通
じ て 、 相 対 時 刻 が 使 用 さ れ る 。 し た が っ て 、 既 知 の ツ ー ル よ り も 簡 単 で 、 ス ケ ー ラ ブ ル で
、 且 つ 、 コ ス ト 効 果 の あ る Ｖ ｏ Ｉ Ｐ サ ー ビ ス 保 証 ツ ー ル を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 添 付 図 面 に 関 し て 、 単 な る 例 と し て 、 本 発 明 の 少 な く と も １ つ の 実 施 の 形 態 を 説
明 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 の 説 明 の 全 体 を 通 じ て 、 同 一 の 参 照 番 号 は 、 同 じ 部 分 を 特 定 す る の に 使 用 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 た と え ば イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０ ０ と い っ た 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 複 数 の
相 互 接 続 さ れ た 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 備 え る 。 し た が っ て 、 第 １ の ホ ー ム ル ー タ １ ０ ２ は 、
第 １ の イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ （ Ｉ Ｓ Ｐ ） （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 、 ホ ー ム サ ブ
ネ ッ ト 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０ ０ の 一 部 を 構 成 す る ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ を イ ン タ ー ネ ッ ト
１ ０ ０ の 残 り の 部 分 に 接 続 す る 。 ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ は 、 第 １ の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 装 置
に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 第 １ の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 装 置 は 、 た と え ば 第 １ の パ ー ソ ナ ル コ
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ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） で あ り 、 ホ ー ム ノ ー ド (Home Node)１ ０ ５ を 構 成 す る 。 こ の ホ ー ム ノ
ー ド １ ０ ５ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ を 構 成 す る ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 ソ フ ト ウ ェ ア を 実
行 す る 。 ホ ー ム ノ ー ド １ ０ ５ は 、 Ｐ Ｃ で あ る 必 要 は な く 、 ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ の 別 の ル ー
タ 等 、 必 要 な デ ー タ グ ラ ム (necessary datagram)の 転 送 能 力 及 び ト ン ネ リ ン グ 能 力 (tunne
ling capabilities)を 有 す る 他 の 任 意 の 適 切 な コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ デ バ イ ス と す る こ と が
で き る こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で あ る 。 初 期 状 態 で は 、 ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ は 、 移 動 ノ
ー ド １ ０ ８ に も 接 続 さ れ て い る 。 こ の 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 た と え ば 、 ラ ッ プ ト ッ プ コ ン
ピ ュ ー タ 等 の 移 動 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ デ バ イ ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 同 様 に 、 第 ２ の 外 部 ル ー タ （ a second, foreign, router） １ １ ０ は 、 第 ２ の Ｉ Ｓ Ｐ （
図 示 せ ず ） を 介 し て 、 外 部 サ ブ ネ ッ ト (foreign subnet)及 び イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０ ０ の 一 部
を 構 成 す る 外 部 リ ン ク １ １ ２ を イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０ ０ の 残 り の 部 分 に 接 続 す る 。 ま た 、 外
部 リ ン ク １ １ ２ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が 外 部 サ ブ ネ ッ ト へ 移 動 し た 場 合 、 移 動 ノ ー ド １ ０
８ に も 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ３ の ル ー タ １ １ ４ は 、 第 ３ の Ｉ Ｓ Ｐ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 、 対 応 す る サ ブ ネ ッ ト を 構
成 し 且 つ イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０ ０ の 一 部 を 構 成 す る 対 応 リ ン ク １ １ ６ を イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０
０ の 残 り の 部 分 に 接 続 す る 。 こ の 対 応 リ ン ク １ １ ６ は 、 対 応 ノ ー ド １ １ ８ に 接 続 さ れ て い
る 。 対 応 ノ ー ド １ １ ８ は 、 た と え ば 、 第 ２ の Ｐ Ｃ 等 の 第 ２ の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 装 置 で あ
る 。 対 応 ノ ー ド １ １ ８ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ と 通 信 す る 必 要 が あ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 ホ ー ム ノ ー ド １ ０ ５ は 、 複 数 の ラ イ ン カ ー ド ２ ０ ０ を 備 え る 。 こ れ ら
の ラ イ ン カ ー ド ２ ０ ０ の 機 能 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 及 び フ ァ ー ム ウ ェ ア の 組 み 合 わ せ ２ ０ １ に
よ っ て 提 供 さ れ る 。 各 ラ イ ン カ ー ド ２ ０ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド か ら パ ケ ッ ト を 受 信 す
る た め の 入 力 ２ ０ ２ 、 及 び 、 他 の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド へ パ ケ ッ ト を 送 信 す る た め の 出 力 ２
０ ４ を 有 す る 。 ラ イ ン カ ー ド ２ ０ ０ は 中 央 処 理 資 源 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 中 央 処 理 資 源
は 、 第 １ の カ ー ネ ル ２ ０ ６ を 有 し 、 使 用 さ れ て い る プ ロ ト コ ル に 従 っ て 必 要 な 処 理 を 実 行
し 、 必 要 に 応 じ て デ ー タ グ ラ ム を 転 送 又 は 削 除 （ 廃 棄 ） す る 。 第 １ の カ ー ネ ル ２ ０ ６ は 、
こ の 例 で は 、 Ｌ ｉ ｎ ｕ ｘ カ ー ネ ル で あ る 。 第 １ の カ ー ネ ル ２ ０ ６ は 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ か
ら デ ー タ グ ラ ム を 受 信 す る ネ ッ ト ワ ー ク ス タ ッ ク ソ フ ト ウ ェ ア (network stack software)
で あ る デ バ イ ス 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ０ に 接 続 さ れ た 入 力 ド ラ イ バ ユ ニ ッ ト ２ ０ ８ を サ ポ
ー ト す る 。 デ バ イ ス 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ０ は 、 入 力 ２ １ ２ を 介 し て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン
ト 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ４ と 通 信 す る こ と が で き る 。 こ の ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト 機 能 ユ ニ ッ ト ２
１ ４ は 、 こ の 例 で は 、 第 １ の カ ー ネ ル ２ ０ ６ に よ っ て サ ポ ー ト さ れ る プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク
の 標 準 的 な Ｉ Ｐ ｖ ６ 機 能 を 変 更 す る コ ー ド フ ラ グ メ ン ト (code fragments)に よ っ て 提 供 さ
れ る 。 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ４ の 入 力 ２ １ ２ は 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 受 信 機 能 ユ ニ ッ
ト ２ １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ６ は 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 転 送 機 能
ユ ニ ッ ト ２ １ ８ 及 び Ｉ Ｐ ｖ ６ 入 力 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 Ｉ
Ｐ ｖ ６ 入 力 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ は 、 高 位 プ ロ ト コ ル レ イ ヤ 機 能 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て
い る 。 こ の 高 位 プ ロ ト コ ル レ イ ヤ 機 能 の オ ペ レ ー シ ョ ン は 、 当 該 技 術 分 野 に お い て 既 知 で
あ り 、 し た が っ て 、 本 明 細 書 で は こ れ 以 上 説 明 し な い こ と に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Ｉ Ｐ ｖ ６ 転 送 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ８ は 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 出 力 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ２ に 接 続 さ れ て い
る 。 ま た 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 送 信 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ４ も 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 出 力 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ２ に 接 続
さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 高 位 プ ロ ト コ ル レ イ ヤ 機 能 （ 図 示 せ ず ） も 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 送 信 機 能
ユ ニ ッ ト ２ ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 高 位 プ ロ ト コ ル レ イ ヤ 機 能 の オ ペ レ ー シ ョ ン は 、
当 該 技 術 分 野 に お い て 既 知 で あ り 、 し た が っ て 、 本 明 細 書 で は こ れ 以 上 説 明 し な い こ と に
す る 。 ま た 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 出 力 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ２ も 、 出 力 ２ ２ ６ を 介 し て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ
ン ト 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ４ と 通 信 す る こ と が で き る 。 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １
４ の 出 力 ２ ２ ６ は 、 デ バ イ ス 送 信 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の デ バ イ ス 送
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信 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ８ は 、 出 力 ド ラ イ バ ユ ニ ッ ト ２ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 出 力 ド ラ
イ バ ユ ニ ッ ト ２ ３ ０ は 、 ラ イ ン カ ー ド ２ ０ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 関 す る あ ら ゆ る 動 作 パ ラ メ ー タ 、 又 は 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 結 果 と
し て 必 要 な 若 し く は 望 ま し い あ ら ゆ る 動 作 パ ラ メ ー タ の 測 定 を サ ポ ー ト す る た め に 、 カ ー
ネ ル ２ ０ ６ は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ を サ ポ ー ト す る 。 こ の ト レ
ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 デ バ イ ス 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ２ １ ０ 及 び Ｉ Ｐ ｖ ６ 受 信 機 能 ユ ニ
ッ ト ２ １ ６ 、 並 び に 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 出 力 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ２ ２ 及 び デ バ イ ス 送 信 機 能 ユ ニ ッ ト ２
２ ８ と 通 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ３ に 移 っ て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 複 数 の ラ イ ン カ ー ド ３ ０ ０ を 備 え る 。 こ れ ら の ラ
イ ン カ ー ド ３ ０ ０ の 機 能 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 及 び フ ァ ー ム ウ ェ ア の 組 み 合 わ せ ３ ０ ２ に よ っ
て 提 供 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 複 数 の ラ イ ン カ ー ド ３ ０ ０ は 、 単 一 の ラ イ ン カ ー ド と な っ て
い る 。 ラ イ ン カ ー ド ３ ０ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド か ら パ ケ ッ ト を 受 信 す る た め の 入 力 ３
０ ４ 、 及 び 、 他 の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド へ パ ケ ッ ト を 送 信 す る た め の 出 力 ３ ０ ６ を 有 す る 。
ラ イ ン カ ー ド ３ ０ ０ は 中 央 処 理 資 源 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 中 央 処 理 資 源 は 、 第 ２ の カ ー
ネ ル ３ ０ ８ を 有 し 、 使 用 さ れ て い る プ ロ ト コ ル に 従 っ て 必 要 な 処 理 を 実 行 し 、 必 要 に 応 じ
て デ ー タ グ ラ ム を 転 送 又 は 削 除 （ 廃 棄 ） す る 。 第 ２ の カ ー ネ ル ３ ０ ８ は 、 こ の 例 で は 、 Ｌ
ｉ ｎ ｕ ｘ カ ー ネ ル で あ る 。 第 ２ の カ ー ネ ル ３ ０ ８ は 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ か ら デ ー タ グ ラ ム
を 受 信 す る ネ ッ ト ワ ー ク ス タ ッ ク ソ フ ト ウ ェ ア で あ る デ バ イ ス 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ２ に
接 続 さ れ た 入 力 ド ラ イ バ ユ ニ ッ ト ３ １ ０ を サ ポ ー ト す る 。 デ バ イ ス 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １
２ は 、 入 力 ３ １ ４ を 介 し て 、 移 動 ノ ー ド 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ６ と 通 信 す る こ と が で き る 。 こ
の 移 動 ノ ー ド 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ６ は 、 こ の 例 で は 、 第 ２ の カ ー ネ ル ３ ０ ８ に よ っ て サ ポ ー
ト さ れ る プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク の 標 準 的 な Ｉ Ｐ ｖ ６ 機 能 を 変 更 す る コ ー ド フ ラ グ メ ン ト に よ
っ て 提 供 さ れ る 。 移 動 ノ ー ド 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ６ の 入 力 ３ １ ４ は 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 受 信 機 能 ユ ニ
ッ ト ３ １ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ８ は 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 入 力 機
能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 入 力 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ０ は 、
高 位 プ ロ ト コ ル レ イ ヤ 機 能 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 高 位 プ ロ ト コ ル レ イ ヤ 機
能 の オ ペ レ ー シ ョ ン は 、 当 該 技 術 分 野 に お い て 既 知 で あ り 、 し た が っ て 、 本 明 細 書 で は こ
れ 以 上 説 明 し な い こ と に す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 移 動 ノ ー ド 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ６ は 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 出 力 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ４ に 接 続 さ れ
た Ｉ Ｐ ｖ ６ 送 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ２ も 備 え る 。 こ の 例 で は 、 高 位 プ ロ ト コ ル レ イ ヤ 機 能 （
図 示 せ ず ） が 、 Ｉ Ｐ ｖ ６ 送 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 高 位 プ ロ ト コ ル
レ イ ヤ 機 能 の オ ペ レ ー シ ョ ン は 、 当 該 技 術 分 野 に お い て 既 知 で あ り 、 し た が っ て 、 本 明 細
書 で は こ れ 以 上 説 明 し な い こ と に す る 。 Ｉ Ｐ ｖ ６ 出 力 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ４ は 、 移 動 ノ ー ド
機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ６ の 出 力 ３ ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 移 動 ノ ー ド 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ６
の 出 力 ３ ２ ６ は 、 デ バ イ ス 送 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の デ バ イ ス 送 信
機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ８ は 、 出 力 ド ラ イ バ ユ ニ ッ ト ３ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 出 力 ド ラ イ
バ ユ ニ ッ ト ３ ３ ０ は 、 ラ イ ン カ ー ド ３ ０ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 動 作 パ ラ メ ー タ の 測 定 を サ ポ ー ト す る た め に 、 第 ２ の カ ー ネ ル ３ ０ ８ は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ
ｖ ６ ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ を サ ポ ー ト す る 。 こ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、
デ バ イ ス 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ２ 及 び Ｉ Ｐ ｖ ６ 受 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ １ ８ 、 並 び に 、 Ｉ Ｐ ｖ
６ 出 力 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ４ 及 び デ バ イ ス 送 信 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ２ ８ と 通 信 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 動 作 中 （ 図 １ ） 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 最 初 、 ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ に 所 属 し て い る 。 或
る 時 点 に お い て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ を ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ か ら 接 続 解 除 す る こ と が 必 要 と
な り 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ を 外 部 リ ン ク １ １ ２ に 所 属 さ せ る こ と が 必 要 と な る 。 そ れ に よ っ
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て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト か ら 外 部 サ ブ ネ ッ ト へ 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 時 が 来 る と 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ を ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト か ら 外 部 サ ブ ネ ッ ト へ 移 動 さ せ
る た め に 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ プ ロ ト コ ル に よ っ て 提 供 さ れ た ハ ン ド オ ー バ 機 構 を 使 用 す る
こ と が 必 要 で あ る 。 サ ブ ネ ッ ト 間 の す べ て の ハ ン ド オ ー バ が 成 功 す る と は 限 ら ず 、 し た が
っ て 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の １ つ 又 は 複 数 の ス テ ー ジ に 関 す る 診 断 に 有 用 な 情 報 を 取 得 す る
た め に 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 を 監 視 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 点 で 、 Ｒ Ｆ Ｃ ２ ４ ６ ０ （ ww
w.ietf.org/rfc/rfc2460.txt） で 説 明 さ れ て い る よ う な 、 た と え ば い わ ゆ る 宛 先 オ プ シ ョ
ン ヘ ッ ダ と い っ た Ｉ Ｐ ｖ ６ 拡 張 ヘ ッ ダ が 使 用 さ れ る 。 こ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 拡 張 ヘ ッ ダ に よ っ て 、
パ ケ ッ ト の メ イ ン ヘ ッ ダ と ペ イ ロ ー ド と の 間 に 追 加 情 報 を 含 め る こ と が 可 能 に な る 。 し か
し な が ら 、 測 定 さ れ る 動 作 パ ラ メ ー タ が 他 の プ ロ ト コ ル の 拡 張 可 能 ス キ ー マ の 使 用 を 必 要
と す る 場 合 に は 、 Ｉ Ｐ 以 外 の プ ロ ト コ ル に 関 し て 他 の 既 知 の 拡 張 可 能 ス キ ー マ を 使 用 で き
る こ と が 十 分 理 解 で き る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う な 拡 張 ヘ ッ ダ の 使 用 に よ っ て 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 関 し て 上 述 し た 構 造 を サ ポ ー ト
す る た め に 、 既 存 の ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト 及 び ／ 又 は 移 動 ノ ー ド で 使 用 さ れ る 既 存 の Ｉ Ｐ ｖ
６ プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク に 変 更 及 び 拡 張 が 必 要 と さ れ る 。 こ の 例 で は 、 Ｕ ｎ ｉ ｘ 環 境 が 、 動
的 に ロ ー ド 可 能 な カ ー ネ ル モ ジ ュ ー ル 、 す な わ ち 、 移 動 Ｉ Ｐ ｖ ６ ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２
３ ２ 及 び 移 動 Ｉ Ｐ ｖ ６ ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ と 共 に 使 用 さ れ る 。 こ れ ら の モ ジ ュ ー
ル は 、 適 切 に 配 置 さ れ た カ ー ネ ル 「 フ ッ ク 」 を 介 し て カ ー ネ ル プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク の 各 ポ
イ ン ト と イ ン タ ー フ ェ ー ス す る 。 こ れ ら の カ ー ネ ル 「 フ ッ ク 」 は 、 カ ー ネ ル プ ロ ト コ ル ス
タ ッ ク に 事 前 に コ ン パ イ ル さ れ て い る 。 代 替 的 に 、 こ れ ら の 変 更 及 び 拡 張 は 、 カ ー ネ ル プ
ロ ト コ ル ス タ ッ ク の ソ ー ス コ ー ド に パ ッ チ を 適 用 し 、 次 い で 、 そ の カ ー ネ ル を 再 コ ン パ イ
ル す る こ と に よ っ て も 達 成 す る こ と が で き る 。 こ の 点 で 、 パ ケ ッ ト の 拡 張 ヘ ッ ダ へ の 測 定
デ ー タ の 組 み 込 み の サ ポ ー ト を 提 供 す る た め に 、 第 １ の カ ー ネ ル ２ ０ ６ 及 び 第 ２ の カ ー ネ
ル ３ ０ ８ は 、 欧 州 特 許 公 開 第 Ｅ Ｐ － Ａ － １ 　 ４ ０ １ 　 １ ４ ７ 号 に 従 っ て 適 合 さ れ る 。 し か
し な が ら 、 Ｕ ｎ ｉ ｘ ベ ー ス の カ ー ネ ル を 使 用 で き る が 、 Ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ ｓ ｏ ｆ ｔ 　 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ
ｗ ｓ （ 商 標 ） の さ ま ざ ま な バ ー ジ ョ ン 等 、 他 の カ ー ネ ル に 利 用 可 能 な 、 動 的 に リ ン ク 可 能
な ラ イ ブ ラ リ を 使 用 し て 、 本 明 細 書 で 説 明 し た も の と 同 じ 機 能 を 達 成 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ に 移 っ て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が 外 部 リ ン ク １ １ ２ に 所 属 す る と 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８
は 、 移 動 検 出 ア ル ゴ リ ズ ム と 、 外 部 ル ー タ (foreign router)１ １ ０ か ら 受 信 さ れ た ル ー タ
広 告 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ０ の 受 信 と に よ っ て 、 外 部 サ ブ ネ ッ ト に 移 動 し た こ と に 暗 黙 的 に 気 付
き 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ 、 す な わ ち ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 実 行 、 の 起 点 と な る 。
ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ０ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ に 所 属 し て い た
時 に 前 に 受 信 し て い た Ｉ Ｐ ｖ ６ ア ド レ ス プ リ フ ィ ッ ク ス (address prefix： 接 頭 ア ド レ ス )
と は 異 な る Ｉ Ｐ ｖ ６ ア ド レ ス プ リ フ ィ ッ ク ス を 含 む 。 そ の 結 果 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ
ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 こ の 異 な る Ｉ Ｐ ｖ ６ ア ド レ ス プ リ フ ィ ッ ク ス を 含 む ル ー タ 広
告 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ０ を 認 識 し （ ス テ ッ プ ４ ０ ２ ） 、 次 に 、 ハ ン ド オ ー バ 識 別 値 （ Ｈ Ｉ Ｖ （
Handover Identification Value） ） を 計 算 す る 。 こ の Ｈ Ｉ Ｖ は 、 た と え ば １ ６ ビ ッ ト と
い っ た カ ウ ン タ が 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に 関 す る 一 意 の 識 別 子 及 び 所 属 指 示 子 の 新 し い ポ イ
ン ト と 結 合 さ れ た も の か ら 成 る 。 こ の 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に 関 す る 一 意 の 識 別 子 は 、 た と え
ば 、 ６ ４ ビ ッ ト 拡 張 一 意 識 別 子 （ Ｅ Ｕ Ｉ － ６ ４ （ Extended Unique Identifiers-64-bit）
） ア ド レ ス 等 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の イ ン タ ー フ ェ ー ス ア ド レ ス で あ る 。 所 属 指 示 子 の 新 し
い ポ イ ン ト は 、 た と え ば 、 上 記 異 な る Ｉ Ｐ ｖ ６ ア ド レ ス プ リ フ ィ ッ ク ス で あ る 。 Ｈ Ｉ Ｖ は
、 現 在 の Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ に 関 し て 記 録 さ れ る 今 後 の す べ て の 測 定 デ ー タ に 関 連 付 け
ら れ る 。 ま た 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ０ の 到 着 時 刻
で あ る タ イ ム ス タ ン プ も 計 算 し 、 こ の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ
識 別 子 と を 含 む 第 １ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 こ の 例 で は 、 第 １ の デ ー タ 構 造 体 は 、 最
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小 限 の も の で あ り 、 タ イ ム ス タ ン プ 及 び Ｈ Ｉ Ｖ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 １ の デ ー タ 構 造 体 は 、 現 在 の モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ に 関 す る デ ー タ 構 造 体 の
一 時 ス ト ア に お け る 第 １ の エ ン ト リ を 成 す 。 こ の 一 時 ス ト ア は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド
オ ー バ が 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に 関 し て 進 行 中 で あ る こ と を 示 す 新 し い 「 ア ク テ ィ ブ 」 ス ト ア
（ store:記 憶 ） ス テ ー タ ス を 取 得 す る 。 ハ ン ド オ ー バ が も は や ア ク テ ィ ブ で な い 場 合 、 た
と え ば 、 ハ ン ド オ ー バ が 成 功 し て 完 了 し た 後 、 又 は 、 ハ ン ド オ ー バ が 、 超 え る こ と が で き
な い 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の ス テ ー ジ に 到 達 し た 後 は 、 こ の よ う な 「 非 ア ク テ ィ ブ 」 ス ト ア
に 寿 命 を 割 り 当 て る こ と が で き る 。 こ の 寿 命 の 時 間 の 間 、 非 ア ク テ ィ ブ ス ト ア （ non-acti
ve store:非 ア ク デ ィ ブ 記 憶 装 置 ） の 内 容 は 、 集 中 管 理 処 理 へ 転 送 す る こ と が で き る 。 寿
命 が 満 了 す る か 、 又 は 、 外 部 の 管 理 エ ー ジ ェ ン ト （ 図 示 せ ず ） に よ り 非 ア ク テ ィ ブ ス ト ア
の 内 容 が 収 集 さ れ る と 、 非 ア ク テ ィ ブ ス ト ア は 、 メ モ リ か ら 消 去 さ れ る 。 代 替 的 に 、 メ モ
リ 資 源 が 、 ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 さ れ た デ ー タ 構 造 体 用 に 使 い 果 た さ れ た 時 、 非 ア ク テ
ィ ブ デ ー タ ス ト ア は 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ に よ っ て 消 去 さ れ 、 且 つ ／ 又 は 上 書 き
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ の 後 、 オ プ シ ョ ン で は あ る が 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 別 の サ ブ ネ ッ ト へ の 移 動 が 発 生
し た か ど う か を 確 か め る た め に 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 一 部 と し て 、 近 隣 到 達 不 能 検 出 （ Ｎ
Ｕ Ｄ （ Neighbour Unreachability Detection） ） ル ー タ 要 請 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ６ を 送 信 す る
（ ス テ ッ プ ４ ０ ４ ） 。 こ の イ ベ ン ト 、 す な わ ち 、 Ｎ Ｕ Ｄ ル ー タ 要 請 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ６ の 送
信 、 を 記 録 す る た め に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 少 な く と も Ｎ Ｕ Ｄ ル ー タ 要 請 メ
ッ セ ー ジ ４ ０ ６ の 送 信 時 刻 を 含 む 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 し 、 こ の 第 ２ の デ ー タ 構 造 体
を ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。 外 部 ル ー タ １ １ ０ は 、 Ｎ Ｕ Ｄ ル ー タ 要 請 メ ッ セ ー ジ ４ ０
６ に 応 答 し て 、 Ｎ Ｕ Ｄ ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ８ を 外 部 サ ブ ネ ッ ト 上 に 送 信 す る 。 こ の
Ｎ Ｕ Ｄ ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ８ の 受 信 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に よ っ て 検 出 さ れ る 。 そ
の 後 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 少 な く と も Ｎ Ｕ Ｄ ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ４ ０ ８ の
受 信 時 刻 を 有 す る 第 ３ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 し （ ス テ ッ プ ４ １ ０ ） 、 こ の 第 ３ の デ ー タ 構
造 体 を ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ の 後 、 再 び オ プ シ ョ ン と し て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 重 複 ア ド レ ス 検 出 （ Ｄ Ａ Ｄ （ Du
plicate Address Detection） ） メ ッ セ ー ジ ４ １ ４ を 外 部 （ 新 し い ） サ ブ ネ ッ ト 上 に 送 信
す る （ ス テ ッ プ ４ １ ２ ） 。 次 に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 少 な く と も Ｄ Ａ Ｄ メ ッ
セ ー ジ ４ １ ４ の 送 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ４ の デ ー タ
構 造 体 を 形 成 す る 。 こ の 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 は 、 ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ 機 構 に よ る 移 動 ノ ー ド １ ０
８ 用 の 気 付 ア ド レ ス を 登 録 す る た め に 、 バ イ ン ド 更 新 （ Ｂ Ｕ （ Binding Update） ） メ ッ セ
ー ジ ４ １ ８ を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ４ １ ６ ） 準 備 を 行 う 。 ト レ
ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ４ １ ８ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め
に 、 少 な く と も Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ の 送 信 時 刻 の タ
イ ム ス タ ン プ と を 含 む 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３
２ は 、 こ の 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 を ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３
３ ２ は 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ４ １ ８ の 送 信 （ ス テ ッ プ ４ １ ６ ） 前 に 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ４ １ ８ の
Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 １ の デ
ー タ 構 造 体 、 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ３ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 、 及 び 第 ５
の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。 次 に 、 第 １ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ３ の デ ー タ
構 造 体 、 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 、 及 び 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 を 組 み 込 ん だ Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ４ １
８ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ に よ っ て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ ４ ２ ０ ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ４ １ ８ を 受 信 す る と 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６
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ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 一 部 と し て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の バ イ ン ド キ ャ ッ シ ュ （ bind
ing cache） （ 図 示 せ ず ） に 新 し い エ ン ト リ を 作 成 し て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ホ ー ム ア ド
レ ス を 気 付 ア ド レ ス に 関 連 付 け る 。 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２
３ ２ は 、 受 信 し た Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ４ １ ８ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら デ ー タ 構 造 体 を 収 集
す る 。 こ れ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に 関 し て 進 行 中 の モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ に 関 す
る ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の デ ー タ 構 造 体 の 一 時 ス ト ア に お け る 最 初 の ５ エ ン ト リ を 形
成 す る 。 こ の モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ は 、 Ｈ Ｉ Ｖ に よ っ て 特 定 さ れ る 。 ホ ー ム エ ー
ジ ェ ン ト １ ０ ６ の こ の 一 時 ス ト ア は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 「 ア ク テ ィ ブ 」 ス ト ア ス テ ー タ
ス も 取 得 す る 。 こ れ に 加 え て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２
は 、 少 な く と も Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ４ １ ８ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ
セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 ６ の デ ー タ 構
造 体 は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 重 複 ア ド レ ス 検 出 （ Ｄ Ａ Ｄ ） メ ッ セ ー ジ ４ ２ ４ を
ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト 上 に 送 信 し （ ス テ ッ プ ４ ２ ２ ） 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス
機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 少 な く と も Ｄ Ａ Ｄ パ ケ ッ ト の 送 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー
ジ タ イ プ 識 別 子 と を 有 す る 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １
０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 こ の 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １
０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。 そ の 後 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 プ ロ キ シ 近
隣 広 告 （ Ｐ Ｎ Ａ （ Proxy Neighbour Advertisement） ） メ ッ セ ー ジ ４ ３ ０ を ホ ー ム サ ブ ネ
ッ ト へ 送 信 し （ ス テ ッ プ ４ ２ ８ ） 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 少 な く と も Ｐ Ｎ Ａ メ
ッ セ ー ジ ４ ３ ０ の 送 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ８ の デ ー
タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア
ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ の 後 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト は 、 有 効 な バ イ ン ド 関 連 付 け が 形 成 さ れ た こ と を 移 動 ノ ー
ド １ ０ ８ に 信 号 で 伝 え る た め に 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ４ ３ ４ を 移 動 ノ ー ド １ ０ ８
へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ４ ３ ２ ） 準 備 を 行 う 。 こ の イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 ホ ー ム エ ー
ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 少 な く と も バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー
ジ ４ ３ ４ の 送 信 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む
第 ９ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 し 、 こ の 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア
ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。 こ れ に 加 え て 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ４ ３ ４ の 送 信 前
に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ
セ ー ジ ４ ３ ４ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集
さ れ た 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 、 及 び 第 ９ の デ ー
タ 構 造 体 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ４ ３ ４ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に よ っ て 受 信 さ れ （ ス
テ ッ プ ４ ３ ６ ） 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答
メ ッ セ ー ジ ４ ３ ４ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ７ の デ ー タ 構 造 体
、 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 、 及 び 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８
の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 次 の ４ つ の エ ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に 加 え て 、 移 動 ノ ー ド
１ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 少 な く と も バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ の 到 着
時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ０ の デ ー タ
構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ
ス ト ア に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 記 録 し た 後 、 移 動 ノ ー
ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ の 送 信 （ ス テ ッ
プ ４ ４ ０ ） の 準 備 が さ れ て い る 次 の 利 用 可 能 な パ ケ ッ ト ４ ３ ８ 、 た と え ば 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー
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ジ 又 は バ イ ン ド リ フ レ ッ シ ュ メ ッ セ ー ジ (Binding Refresh messages)、 を 使 用 し て 、 当 該
次 の 利 用 可 能 な パ ケ ッ ト を 送 信 す る 前 に 、 当 該 次 の 利 用 可 能 な パ ケ ッ ト の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ
プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 で 収 集 さ れ た 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 運 ぶ 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 次 に 利 用 可 能 な パ ケ ッ ト を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ ４ ４ ２
） 、 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ の 第 １ ０ の デ ー タ 構
造 体 は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア の 最 後 の エ ン ト リ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 別 の 実 施 の 形 態 で は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 外 部 サ ブ ネ ッ ト か ら ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト へ 再
び 移 動 す る 。 す な わ ち 、 ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト に 戻 る 。 ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト へ 移 動 し て 戻 る 場 合
、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 は 、 異 な る １ 組 の メ ッ セ ー ジ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 使 用 し て 、 ハ ン ド オ
ー バ を 実 行 す る 。 一 方 、 測 定 デ ー タ 共 有 処 理 は 、 す で に 上 述 し た も の と 全 く 同 様 で あ る 。
し か し 、 そ れ で も 、 十 分 に 異 な る の で 説 明 に 値 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ５ を 参 照 し て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 外 部 サ ブ ネ ッ ト か ら ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト へ の 再 移 動
に 関 し て 、 上 記 で す で に 説 明 し た 監 視 処 理 と 同 じ 目 的 が 追 求 さ れ る 。 す な わ ち 、 ホ ー ム エ
ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ 及 び 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 双 方 に お け る 各 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ
に 関 連 し た メ ッ セ ー ジ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ダ イ ア ロ グ に 関 す る 最 新 の 情 報 を 保 持 す る こ と が
追 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ に 再 び 所 属 す る と 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 移 動
検 出 ア ル ゴ リ ズ ム と 、 ホ ー ム ル ー タ １ ０ ２ か ら 受 信 さ れ た １ つ 又 は 複 数 の ル ー タ 広 告 メ ッ
セ ー ジ ５ ０ ０ の 受 信 と に よ っ て 、 ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト に 再 び 移 動 し た こ と に 暗 黙 的 に 気 付 き
、 別 の モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ の 実 行 の 起 点 と な る 。 ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ０
は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が 外 部 リ ン ク １ １ ２ に 所 属 し て い た 時 に 前 に 受 信 し て い た Ｉ Ｐ ｖ ６
ア ド レ ス プ リ フ ィ ッ ク ス と は 異 な る Ｉ Ｐ ｖ ６ ア ド レ ス プ リ フ ィ ッ ク ス を 含 む 。 そ の 結 果 、
移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 こ の 異 な る Ｉ Ｐ ｖ ６ ア ド レ ス プ リ フ
ィ ッ ク ス を 含 む ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ０ を 認 識 し （ ス テ ッ プ ５ ０ ２ ） 、 次 に 、 す で に
上 述 し た 方 法 で 新 し い ハ ン ド オ ー バ 識 別 値 （ Ｈ Ｉ Ｖ ） を 計 算 す る 。 ま た 、 す で に 述 べ た よ
う に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ０ の 到 着 時 刻 の タ イ ム
ス タ ン プ も 計 算 し 、 こ の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含
む 第 １ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 こ の 例 で も 、 第 １ の デ ー タ 構 造 体 は 、 最 小 限 の も の で
あ り 、 単 に タ イ ム ス タ ン プ 、 Ｈ Ｉ Ｖ 、 及 び Ｉ Ｐ ｖ ６ ア ド レ ス プ リ フ ィ ッ ク ス を 含 む 。 次 に
、 第 １ の デ ー タ 構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に 関 す る 新 た な 「 ア ク テ ィ ブ 」 ス ト ア の 最 初
の エ ン ト リ を 成 す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ の 後 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト の リ ン ク レ イ ヤ ア ド レ ス を 発 見 す る
た め に 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 一 部 と し て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト の 要 請 ノ ー ド マ ル チ キ ャ ス
ト ア ド レ ス へ 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ６ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ ０ ４ ） 準 備 を 行 う
。 次 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ
５ ０ ６ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ６ の 送 信
時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ２ の デ ー タ 構
造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 こ の 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 を 移 動
ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 し 、 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ６ の 送 信 （ ス
テ ッ プ ５ ０ ４ ） 前 に 、 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ６ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ
の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 １ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 ２ の デ ー タ 構
造 体 を 含 む 。 次 に 、 第 １ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 を 組 み 込 ん だ 第 １ の 近 隣
要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ６ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ に よ っ て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ ５ ０
８ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー
ジ ５ ０ ６ を 受 信 す る と 、 受 信 し た 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ６ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ
ダ か ら 第 １ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ
ン ト １ ０ ６ に 関 す る 新 し い ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 最 初 の ２ つ の エ ン ト リ を 形 成 す る 。
こ れ に 加 え て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 第 １ の 近 隣
要 請 メ ッ セ ー ジ (Neighbour Solicitation message)５ ０ ６ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と
、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ３ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、
こ の 第 ３ の デ ー タ 構 造 体 は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ホ ー ム ル ー タ １ ０ ２ は 、 第 １ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ０ ６ に 応 答 し て 、 第 １ の 近 隣 広 告
メ ッ セ ー ジ ５ １ ２ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ １ ０ ） 準 備 を 行 う 。 こ の 第 １ の 近 隣 広 告 メ ッ セ
ー ジ (Neighbour Advertisement message)５ １ ２ の 受 信 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に よ っ て 検
出 さ れ る 。 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 第 １ の 近
隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ １ ２ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 第 １ の 近 隣 広 告 メ ッ セ
ー ジ ５ １ ２ の 送 信 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含
む 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ
ッ ト ２ ３ ２ は 、 こ の 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 を ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 し 、 第 １ の 近 隣 広 告 メ
ッ セ ー ジ ５ １ ２ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ １ ０ ） 前 に 、 第 １ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ １ ２ の
Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 ３ の デ
ー タ 構 造 体 及 び 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。 次 に 、 第 ３ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 ４ の デ ー タ
構 造 体 を 組 み 込 ん だ 第 １ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ １ ２ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に よ っ て 受 信
さ れ る （ ス テ ッ プ ５ １ ４ ） 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 第 １ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ １ ２
を 受 信 す る と 、 受 信 し た 第 １ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ １ ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 第
３ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク
テ ィ ブ ス ト ア に お け る 第 ３ の エ ン ト リ 及 び 第 ４ の エ ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に 加 え て 、 移
動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 第 １ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ １ ２ の 到
着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ５ の デ ー タ
構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ デ
ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ の 後 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が 戻 っ た こ と を ホ ー ム リ ン ク に 示 す た
め に 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ 機 構 に 従 っ て 、 特 別 な Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ を ホ ー
ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ １ ６ ） 準 備 を 行 う 。 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト
３ ３ ２ は 、 こ の Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 Ｂ Ｕ メ ッ
セ ー ジ ５ １ ８ の 送 信 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を
含 む 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３
３ ２ は 、 こ の 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 し 、 Ｂ Ｕ
メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ の 送 信 （ ス テ ッ プ ５ １ ６ ） 前 に 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先
オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 及
び 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。 次 に 、 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を 組 み
込 ん だ Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ に よ っ て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ
プ ５ ２ ０ ） 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ を
受 信 す る と 、 受 信 し た Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら デ ー タ 構 造 体 を
収 集 す る 。 こ れ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 第 ５ の エ ン ト
リ 及 び 第 ６ の エ ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に 加 え て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス
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機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ５ １ ８ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値
と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 ７ の
デ ー タ 構 造 体 は 、 ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 そ の 後 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 あ ら ゆ る バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す
る 前 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が ホ ー ム リ ン ク に 存 在 す る こ と を 保 証 す る た め に 、 ハ ン ド オ ー
バ 機 構 の 一 部 と し て 、 第 ２ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ ２ ２ ） 準
備 を 行 う 。 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 第 ２ の 近
隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 第 ２ の 近 隣 要 請 メ ッ セ
ー ジ ５ ２ ４ の 送 信 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含
む 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 こ の 第 ８ の デ
ー タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 し 、 第 ２ の 近 隣 要 請 メ
ッ セ ー ジ ５ ２ ４ の 送 信 （ ス テ ッ プ ５ ２ ２ ） 前 に 、 第 ２ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ の Ｉ Ｐ
ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 ７ の デ ー タ
構 造 体 及 び 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。 次 に 、 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 ８ の デ ー タ 構 造
体 を 組 み 込 ん だ 第 ２ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に よ っ て 受 信 さ れ
る （ ス テ ッ プ ５ ２ ８ ） 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ を 受 信
す る と 、 受 信 し た 第 ２ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら デ ー タ 構
造 体 を 収 集 す る 。 こ れ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 第 ７ の エ ン ト リ
及 び 第 ８ の エ ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に 加 え て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ
ト ３ ３ ２ は 、 第 ２ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値
と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 ９ の
デ ー タ 構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 第 ２ の 近 隣 要 請 メ ッ セ ー ジ ５ ２ ４ に 応 答 し て 、 第 ２ の 近 隣 広 告 メ
ッ セ ー ジ ５ ３ ２ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ ３ ０ ） 準 備 を 行 う 。 次 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト
レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ２ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を
記 録 す る た め に 、 第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ２ の 送 信 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ
Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ト レ
ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 こ の 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ
ス ト ア に 追 加 し 、 第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ２ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ ３ ０ ） 前 に 、
第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ２ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形
の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。 次 に 、
第 ９ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 組 み 込 ん だ 第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５
３ ２ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ に よ っ て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ ５ ３ ４ ） 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー
ジ ５ ３ ２ を 受 信 す る と 、 受 信 し た 第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ
ダ か ら デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア
に お け る 第 ９ の エ ン ト リ 及 び 第 １ ０ の エ ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に 加 え て 、 ホ ー ム エ ー ジ
ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 第 ２ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ２ の 到 着
時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ １ の デ ー タ
構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 １ １ の デ ー タ 構 造 体 は 、 ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶
さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 再 び ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ と の 有 効 な バ イ ン
ド 関 連 付 け が 形 成 さ れ た こ と を 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に 信 号 で 伝 え る た め に 、 バ イ ン ド 肯 定 応
答 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ８ を 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ ３ ６ ） 準 備 を 行 う 。 バ イ
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ン ド 関 連 付 け が 形 成 さ れ た 結 果 、 ト ン ネ ル 及 び 逆 ト ン ネ ル （ 本 明 細 書 で 後 述 ） が 確 立 さ れ
る 。 こ の イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト
２ ３ ２ は 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ８ の 送 信 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値
と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ２ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 し 、 こ の 第 １ ２ の デ ー
タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ に 関 連 し た ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。 こ れ に 加
え て 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ８ の 送 信 前 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ
ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ８ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ
ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 １ １ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 １
２ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 に 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ８ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に よ っ て 受 信 さ れ （ ス
テ ッ プ ５ ４ ０ ） 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答
メ ッ セ ー ジ ５ ３ ８ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 第 １ １ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 １ ２ の デ ー タ
構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 次 の ２ つ の エ
ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に 加 え て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、
バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ
イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ３ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 １ ３ の デ ー タ 構 造 体
は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ５ ３ ８ に 応 答 し て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 ホ ー ム リ ン ク １
０ ４ の ノ ー ド が 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の リ ン ク ロ ー カ ル ア ド レ ス と リ ン ク レ イ ヤ 媒 体 ア ク セ
ス 制 御 （ Ｍ Ａ Ｃ ） ア ド レ ス と の 間 の 関 連 付 け を 行 う こ と が で き る よ う に 、 ハ ン ド オ ー バ 機
構 の 一 部 と し て 、 第 ３ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ を ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ の す べ て の ノ ー
ド へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ ４ ２ ） 。 次 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３
２ は 、 第 ３ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 第 ３ の
近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ の 送 信 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ
プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ４ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２
は 、 こ の 第 １ ４ の デ ー タ 構 造 体 を 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。 第 ３
の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ の 送 信 （ ス テ ッ プ ５ ４ ２ ） 前 に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３
２ は 、 第 ３ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ
ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 １ ３ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 １ ４ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む
。 次 に 、 第 １ ３ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 １ ４ の デ ー タ 構 造 体 を 組 み 込 ん だ 第 ３ の 近 隣 広 告 メ
ッ セ ー ジ ５ ４ ４ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ に よ っ て 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 マ ル チ キ ャ ス ト 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ の コ ピ ー を 受
信 す る の で 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 受 信 し た 第 ３
の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ
は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 第 １ ３ の エ ン ト リ 及 び 第 １ ４
の エ ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に 加 え て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ
ト ２ ３ ２ は 、 第 ３ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ４ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値
と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ５ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 １
１ の デ ー タ 構 造 体 は 、 ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ の ノ ー ド が 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ホ ー
ム ア ド レ ス と 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の リ ン ク レ イ ヤ （ Ｍ Ａ Ｃ ） ア ド レ ス と の 間 の 関 連 付 け を 行
う こ と が で き る よ う に 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 一 部 と し て 、 第 ４ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４
８ を ホ ー ム リ ン ク １ ０ ４ の す べ て の ノ ー ド へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ５ ４ ６ ） 準 備 を 行 う 。 次
に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 第 ４ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４
８ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 第 ４ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ８ の 送 信 時 刻
の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ６ の デ ー タ 構 造
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体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 こ の 第 １ ６ の デ ー タ 構 造 体 を ア ク
テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 し 、 第 ４ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ８ の 送 信 （ ス テ ッ プ ５ ４ ６ ） 前 に
、 ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 第 ４ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ８ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ
シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 １ ６ の デ ー タ 構 造 体 を 含
む 。 第 １ ６ の デ ー タ 構 造 体 を 組 み 込 ん だ 第 ４ の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ８ は 、 ホ ー ム エ ー
ジ ェ ン ト １ ０ ６ に よ っ て 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 マ ル チ キ ャ ス ト 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ８ の コ ピ ー を 受
信 す る の で 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 受 信 し た 第 ４
の 近 隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ８ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ
は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 第 １ ６ の エ ン ト リ を 形 成 す る
。 こ れ に 加 え て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 第 ４ の 近
隣 広 告 メ ッ セ ー ジ ５ ４ ８ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ
識 別 子 と を 含 む 第 １ ７ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 １ ７ の デ ー タ 構 造 体 は 、
ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ か ら 移 動 ノ ー ド １ ０ ８
へ 第 １ ５ の デ ー タ 構 造 体 及 び ／ 又 は 第 １ ７ の デ ー タ 構 造 体 を 通 信 す る た め に 、 例 外 的 な デ
ー タ グ ラ ム を 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ か ら 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ 第 １ ５ の デ ー タ 構 造 体
及 び ／ 又 は 第 １ ７ の デ ー タ 構 造 体 を 通 信 す る た め の 伝 達 手 段 と し て 使 用 す る こ と が で き る
。 こ の 例 外 的 な デ ー タ グ ラ ム は 、 そ の 名 前 が 示 唆 す る よ う に 、 こ れ ま で は ホ ー ム エ ー ジ ェ
ン ト １ ０ ６ か ら 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ 通 信 さ れ な か っ た 第 １ ５ の デ ー タ 構 造 体 及 び ／ 又 は 第
１ ７ の デ ー タ 構 造 体 を 通 信 す る 目 的 で 例 外 的 に 形 成 さ れ る 。 こ の 例 外 的 な パ ケ ッ ト の 宛 先
オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 第 １ ５ の デ ー タ 構 造 体 及 び 第 １ ７ の デ ー タ 構 造 体 の 一 方 又 は 双 方 を
収 容 す る の に 使 用 さ れ る 。 こ れ に 代 え て 、 又 は 、 こ れ に 加 え て 、 ハ ン ド オ ー バ 処 理 の 完 了
の 後 に ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ か ら 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ 送 信 さ れ る ユ ー ザ （ 非 シ グ ナ リ
ン グ ） デ ー タ グ ラ ム の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ か ら 移 動 ノ ー
ド １ ０ ８ へ 第 １ ５ の デ ー タ 構 造 体 及 び ／ 又 は 第 １ ７ の デ ー タ 構 造 体 を 通 信 す る た め の 伝 達
手 段 と し て 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 別 の 実 施 の 形 態 で は 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ の ハ ン ド オ ー バ 機 構 は 、 外 部 サ ブ ネ ッ ト か ら 別
の 外 部 サ ブ ネ ッ ト （ 図 示 せ ず ） へ の 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 移 動 を 行 う の に 使 用 さ れ る 。 こ の
よ う な 例 で は 、 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の 監 視 技 法 の 実 行 は 、 ホ ー ム サ ブ ネ ッ ト か ら 外 部 サ ブ ネ
ッ ト へ の 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 移 動 に 関 し て す で に 上 述 し た も の と 同 様 で あ り 、 し た が っ て
、 説 明 を 簡 潔 に す る た め に 、 本 明 細 書 で は こ れ 以 上 説 明 し な い こ と に す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 別 の 例 で は 、 対 応 ノ ー ド １ １ ８ が 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ か ら バ イ ン ド 更 新 メ ッ セ ー ジ を 受 け
取 る こ と を 可 能 に す る た め に 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ 経 路 最 適 化 が 実 行 さ れ る 。 移 動 ノ ー ド １
０ ８ は 、 バ イ ン ド 更 新 メ ッ セ ー ジ を 使 用 し て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 現 在 位 置 、 す な わ ち 、
移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 現 在 の 気 付 ア ド レ ス 、 を 対 応 ノ ー ド １ １ ８ に 知 ら せ る 。 次 に 、 対 応 ノ
ー ド は 、 そ の （ 新 し い ） 気 付 ア ド レ ス を 知 り 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ を 介 す る の で は
な く 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ パ ケ ッ ト を 直 接 送 信 す る 。 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が 、 確 か に 、 報 告 さ
れ た ホ ー ム ア ド レ ス だ け で な く 、 （ 主 張 さ れ た ） 気 付 ア ド レ ス で も ア ド レ ス 指 定 可 能 で あ
る と い う い く つ か の 保 証 を 対 応 ノ ー ド １ １ ８ に 提 供 す る た め に 、 対 応 ノ ー ド １ １ ８ が 移 動
ノ ー ド １ ０ ８ か ら 「 バ イ ン ド 更 新 (binding update)」 を 受 け 取 る こ と が で き る よ う に な る
前 に 、 対 応 ノ ー ド １ １ ８ 及 び 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の 双 方 は 、 「 往 復 経 路 確 認 (return routab
ility)」 処 理 と し て 知 ら れ て い る ダ イ ア ロ グ に 入 る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 上 記 で す で に 説 明 し た 監 視 処 理 は 、 往 復 経 路 確 認 処 理 の １ つ 又 は 複 数 の イ ベ ン ト の 実 行
を 監 視 す る た め に 、 往 復 経 路 確 認 処 理 に つ い て 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 点 で 、 図 ６ を
参 照 し て 、 往 復 経 路 確 認 処 理 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ を 介 し て
ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ (Home Test Init message)６ ０ ２ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ６ ０
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０ ） こ と に よ っ て 開 始 さ れ る 。 し た が っ て 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２ は 、 最 初
に 、 逆 ト ン ネ ル (reverse tunnel)６ ０ ４ を 介 し て ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ 送 信 さ れ る
（ ス テ ッ プ ６ ０ ０ ） 。 こ の 逆 ト ン ネ ル ６ ０ ４ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ と ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト
１ ０ ６ と の 間 の バ イ ン ド 関 連 付 け に よ っ て す で に 確 立 さ れ て い る 。 次 い で 、 ホ ー ム テ ス ト
開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２ は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ に よ っ て 対 応 ノ ー ド １ １ ８ へ 転 送 さ
れ る （ ス テ ッ プ ６ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 一 方 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２ を 送 信 す る （ ス テ ッ プ ６
０ ０ ） 前 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ
セ ー ジ ６ ０ ２ の 送 信 で あ る イ ベ ン ト を 記 録 す る た め に 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０
２ の 送 信 時 刻 と 、 新 し い Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ の デ ー タ 構 造
体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 １ の デ ー タ 構 造 体 は 、 現 在 の 往 復 経 路 確 認 処 理 に 関 す る デ ー
タ 構 造 体 の さ ら に 新 し い ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト
レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２ の 送 信 （ ス テ ッ プ ６ ０
０ ） 前 に 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ
プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 収 集 さ れ た 第 １ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 ト ン ネ リ ン グ さ れ た ホ ー
ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２ を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ ６ ０ ８ ） 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ
セ ー ジ ６ ０ ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 第 １ の デ ー タ 構 造 体 を 収 集 し 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ
ン ト １ ０ ６ に 関 し て で は あ る が 、 現 在 の 往 復 経 路 確 認 処 理 に 関 す る さ ら に 新 し い ア ク テ ィ
ブ デ ー タ ス ト ア に 第 １ の エ ン ト リ と し て 第 １ の デ ー タ 構 造 体 を 記 憶 す る 。 次 に 、 ホ ー ム エ
ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２
の 受 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成
す る こ と に よ っ て 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ ０ ２ の 受 信 を 記 録 し 、 次 い で 、 こ の 第
２ の デ ー タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 記 憶 す る 。 次 に 、 ホ
ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ
６ ０ ２ を 対 応 ノ ー ド １ １ ８ へ 転 送 し （ ス テ ッ プ ６ ０ ６ ） 、 ホ ー ム テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６
０ ２ の 転 送 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ３ の デ ー タ 構 造 体 を
形 成 す る 。 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 こ の 第 ３
の デ ー タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 気 付 テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ
(Care-of Test Init message)６ １ ２ を 対 応 ノ ー ド １ １ ８ へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ６ １ ０ ）
と 共 に 、 気 付 テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ １ ２ の 送 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ
識 別 子 と を 含 む 第 ４ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 対 応 ノ ー ド １ １ ８ は 、 気 付 テ ス ト 開 始 メ ッ セ ー ジ ６ １ ２ を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ ６ １ ４
） 、 ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ 送 信 し （ ス テ ッ プ ６ １
６ ） 、 ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ 転 送 さ れ る （ ス テ ッ プ ６ ２
０ ） 。 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は 、 ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ を 受 信 す る と （ ス テ
ッ プ ６ ２ ２ ） 、 ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ の 受 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ
イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ は
、 ト ン ネ ル ６ ２ ４ を 使 用 し て 、 ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ を 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ 転 送
す る （ ス テ ッ プ ６ ２ ０ ） 準 備 を 行 う 。 こ の ト ン ネ ル ６ ２ ４ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ と ホ ー ム
エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ と の 間 の バ イ ン ド 関 連 付 け を 介 し て す で に 確 立 さ れ て い る 。 こ の イ ベ
ン ト を 記 録 す る た め に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 ホ
ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ の 転 送 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ
イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 し 、 こ の 第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー
ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に 追 加 す る 。 こ れ に 加 え て 、 ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ
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６ １ ８ の 転 送 前 に 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ２ ３ ２ は 、 ホ ー ム
テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先 オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ
と し て 収 集 さ れ た 第 ２ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ３ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ５ の デ ー タ 構 造 体 、 及 び
第 ６ の デ ー タ 構 造 体 を 含 む 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 ト ン ネ リ ン グ さ れ た ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ を 受 信 す る と
（ ス テ ッ プ ６ ２ ６ ） 、 受 信 し た ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ １ ８ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か
ら デ ー タ 構 造 体 を 収 集 す る 。 こ れ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ ス ト ア に お け る 第 ２
の エ ン ト リ 、 第 ３ の エ ン ト リ 、 第 ５ の エ ン ト リ 、 及 び 第 ６ の エ ン ト リ を 形 成 す る 。 こ れ に
加 え て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ト レ ー ス 機 能 ユ ニ ッ ト ３ ３ ２ は 、 ホ ー ム テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６
１ ８ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ７
の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク
テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 そ の 後 、 対 応 ノ ー ド １ １ ８ は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ へ 気 付 テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ ３ ０ を 直 接
送 信 す る （ ス テ ッ プ ６ ２ ８ ） 。 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 気 付 テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ ３ ０ を 受 信
す る と （ ス テ ッ プ ６ ３ ２ ） 、 気 付 テ ス ト メ ッ セ ー ジ ６ ３ ０ の 受 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ
ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 ８ の デ ー タ
構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。 次 に 、 移 動 ノ ー ド
１ ０ ８ は 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ６ ３ ６ を 対 応 ノ ー ド １ １ ８ へ 送 信 す る （ ス テ ッ プ ６ ３ ４ ） 準 備
を 行 い 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ６ ３ ６ の 送 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、 メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を
含 む 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ６ ３ ６ の 送 信 を 記 録 す
る 。 こ の 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ
る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 対 応 ノ ー ド １ １ ８ は 、 Ｂ Ｕ メ ッ セ ー ジ ６ ３ ６ を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ ６ ３ ８ ） 、 移 動 ノ
ー ド １ ０ ８ に よ っ て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ ６ ４ ４ ） バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ６ ４ ２ を
送 信 す る （ ス テ ッ プ ６ ４ ０ ） 。 そ の 後 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー
ジ ６ ４ ２ を 受 信 す る と 、 バ イ ン ド 肯 定 応 答 メ ッ セ ー ジ ６ ４ ２ の 受 信 時 刻 と 、 Ｈ Ｉ Ｖ 値 と 、
メ ッ セ ー ジ タ イ プ 識 別 子 と を 含 む 第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 こ の 第 １ ０ の
デ ー タ 構 造 体 は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ の ア ク テ ィ ブ デ ー タ ス ト ア に 記 憶 さ れ る 。 ハ ン ド オ ー
バ 機 構 の 一 部 と し て の ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ と の 通 信 は こ れ 以 上 必 要 で は な い の で 、
移 動 ノ ー ド １ ０ ８ か ら ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ 送 信 さ れ る 次 の パ ケ ッ ト は 、 第 ４ の デ
ー タ 構 造 体 、 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 、 及 び 第 １
０ の デ ー タ 構 造 体 を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ 通 信 す る の に 使 用 す る こ と が で き る 。 代
替 的 に 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ は 、 所 定 の タ イ ム ア ウ ト 期 間 の 後 に 、 空 の ペ イ ロ ー ド を 有 す る
い わ ゆ る 「 ダ ミ ー 」 メ ッ セ ー ジ を ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ へ 送 信 す る こ と が で き 、 第 ４
の デ ー タ 構 造 体 、 第 ７ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ８ の デ ー タ 構 造 体 、 第 ９ の デ ー タ 構 造 体 、 及 び
第 １ ０ の デ ー タ 構 造 体 は 、 こ の ダ ミ ー メ ッ セ ー ジ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ の 宛 先
オ プ シ ョ ン の 形 の デ ー タ と し て 送 信 さ れ る 。 次 に 、 こ の よ う に 通 信 さ れ た デ ー タ 構 造 体 は
、 他 の メ ッ セ ー ジ に 関 し て す で に 上 述 し た の と 同 じ 方 法 で 収 集 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ 及 び ／ 又 は 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に よ っ て 作 成 さ れ た デ ー タ ス ト
ア は 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ 及 び ／ 又 は 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ が 、 そ れ ぞ れ 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク 内 の 集 中 監 視 エ ン テ ィ テ ィ へ 送 信 す る こ と が で き る 。 こ の 集 中 監 視 エ ン テ ィ テ ィ は 、
た と え ば オ ペ レ ー シ ョ ン サ ポ ー ト シ ス テ ム （ Ｏ Ｓ Ｓ ） ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ 図 示 せ ず ） と い
っ た 集 中 監 視 処 理 を サ ポ ー ト す る 。 し た が っ て 、 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 部 分 的 な デ
ー タ 記 録 、 完 全 な デ ー タ 記 録 、 又 は 局 所 的 な デ ー タ 記 録 を 取 得 す る こ と が で き る 。 移 動 ノ
ー ド １ ０ ８ 又 は ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の い ず れ か か ら 収 集 さ れ た デ ー タ は 部 分 的 な 記
録 を 構 成 す る の に 対 し て 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ 及 び ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ の 双 方 か ら 収
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集 さ れ た デ ー タ は 完 全 な 記 録 を 構 成 す る 。 局 所 的 な デ ー タ 記 録 は 、 た と え ば 、 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ
リ ケ ー シ ョ ン が 、 た と え ば イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０ ０ と い っ た 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 特 定 の 無 線
セ ル (cell)又 は 領 域 に 問 い 合 わ せ を 行 い 、 す べ て の 移 動 ノ ー ド の 最 新 の １ 組 の 記 憶 さ れ た
記 録 を 送 信 す る よ う に そ れ ら す べ て の 移 動 ノ ー ド に 要 求 す る こ と に よ っ て 、 取 得 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ハ ン ド オ ー バ が 完 了 す る か 、 又 は 、 完 了 で き な い と 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ 及 び ／
又 は 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ か ら 収 集 さ れ た デ ー タ 記 録 に よ っ て 、 ハ ン ド オ ー バ 処 理 及 び 遅 延 を
ト レ ー ス す る こ と が 可 能 と な り 、 障 害 ポ イ ン ト の 範 囲 を 限 定 す る か 、 又 は 、 障 害 ポ イ ン ト
を 特 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 デ ー タ ス ト ア の 各 エ ン ト リ に 対 応 す る デ ー タ 構 造 体 に 記 憶
さ れ た 情 報 量 に 応 じ て 、 障 害 の 正 確 な 原 因 を 診 断 す る こ と さ え も 可 能 に す る こ と が で き る
。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ハ ン ド オ ー バ 機 構 の １ つ 又 は 複 数 の ス テ ー ジ に 関 す る 遅 延 を 求 め る こ と に つ い て 、 任 意
の 適 切 な 既 知 の ク ロ ッ ク 同 期 技 法 を 使 用 し て 、 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ 及 び 移 動 ノ ー ド
１ ０ ８ の 内 部 ク ロ ッ ク が 同 期 さ れ る こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で あ る 。 一 方 、 内 部 ク ロ ッ
ク が 同 期 さ れ な い 場 合 で あ っ て も 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ハ ン ド オ ー バ の 経 過 を 監 視 す る こ と
が 依 然 と し て 可 能 で あ る 。 ま た 、 同 じ 位 置 で 形 成 さ れ た メ ッ セ ー ジ の タ イ ム ス タ ン プ を 比
較 す る こ と も 可 能 で あ り 、 た と え ば 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ で 形 成 さ れ た メ ッ セ ー ジ の タ イ ム
ス タ ン プ 又 は ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ で 形 成 さ れ た メ ッ セ ー ジ の タ イ ム ス タ ン プ を 比 較
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 上 記 例 は 、 監 視 機 能 を 有 す る 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ 及 び ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト １ ０ ６ と の 関 連
で 説 明 さ れ た が 、 上 述 し た 監 視 技 法 は 大 き な 適 応 性 を 有 す る こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で
あ る 。 こ の 点 で 、 上 述 し た 監 視 機 能 は 、 移 動 ノ ー ド の み に 適 用 す る こ と も で き る し 、 ホ ー
ム エ ー ジ ェ ン ト の み に 適 用 す る こ と も で き る し 、 移 動 ノ ー ド 及 び ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト に 適
用 す る こ と も で き る し 、 可 能 な ら ば 、 対 応 ノ ー ド に 適 用 す る こ と も で き る 。 対 応 ノ ー ド が
上 述 し た 監 視 技 法 に 参 加 す る こ と に な る 場 合 、 対 応 ノ ー ド は 、 移 動 ノ ー ド １ ０ ８ に 関 し て
上 述 し た ア ー キ テ ク チ ャ 及 び 機 能 を 共 有 す る こ と が で き る 。 上 述 し た 監 視 技 法 は 、 モ バ イ
ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ト レ ー ス の 一 例 に す ぎ な い こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で あ り 、 所 与 の 完 全 な モ
バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ト レ ー ス を 形 成 す る 一 連 の メ ッ セ ー ジ は 、 監 視 さ れ て い る ネ ッ ト ワ ー ク の
構 成 に 応 じ て 異 な る こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で あ る 。 し た が っ て 、 当 業 者 に は 、 上 述 し
た ア ー キ テ ク チ ャ 及 び 機 能 が 、 モ バ イ ル Ｉ Ｐ ｖ ６ ト レ ー ス の で き る だ け 多 く の 変 形 を サ ポ
ー ト す る よ う に 構 成 さ れ る べ き で あ る こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 本 明 細 書 で は 説 明 し て い な い が 、 対 応 ノ ー ド １ １ ８ は 、 本 明 細 書 で 説 明 し た モ バ イ ル Ｉ
Ｐ ｖ ６ ト レ ー ス 機 能 を 所 有 で き る こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 別 の 実 施 の 形 態 （ 図 ７ 及 び 図 ８ ） で は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ７ ０ ０ が 、 プ ロ ト コ ル ス タ ッ
ク ８ ０ ０ （ 図 ８ ） を サ ポ ー ト し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル 上 の 音 声 （ Ｖ ｏ Ｉ Ｐ ） 通 信
を 提 供 す る 。 こ の プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク ８ ０ ０ は サ ブ Ｉ Ｐ レ イ ヤ ８ ０ ２ を 有 す る 。 こ れ ら の
サ ブ Ｉ Ｐ レ イ ヤ ８ ０ ２ は 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 通 信 に 関 し て 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ７ ０ ０ の オ ペ レ ー シ
ョ ン に 直 接 関 係 し な い の で 、 説 明 の 明 瞭 さ 及 び 簡 潔 さ を 維 持 す る た め に 、 そ れ ら サ ブ Ｉ Ｐ
レ イ ヤ に つ い て 本 明 細 書 で は こ れ 以 上 説 明 し な い こ と に す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 Ｉ Ｐ レ イ ヤ ８ ０ ４ は 、 サ ブ Ｉ Ｐ レ イ ヤ ８ ０ ２ の 上 に 位 置 す る 。 次 に 、 ト ラ ン ス ポ ー ト レ
イ ヤ は 、 た と え ば 伝 送 制 御 プ ロ ト コ ル （ Ｔ Ｃ Ｐ ） レ イ ヤ ８ ０ ６ 及 び ／ 又 は ユ ー ザ デ ー タ グ
ラ ム プ ロ ト コ ル （ Ｕ Ｄ Ｐ ） レ イ ヤ ８ ０ ８ と い っ た Ｉ Ｐ レ イ ヤ ８ ０ ４ の 上 に 位 置 す る 。 Ｕ Ｄ
Ｐ レ イ ヤ ８ ０ ８ に つ い て は 、 Ｈ ． ２ ４ ８ レ イ ヤ ８ １ ０ 、 ネ ッ ト ワ ー ク ベ ー ス の 呼 シ グ ナ リ
ン グ （ Ｎ Ｃ Ｓ （ Network-based Call Signaling） ） レ イ ヤ ８ １ ２ 、 メ デ ィ ア ゲ ー ト ウ ェ イ
制 御 プ ロ ト コ ル （ Ｍ Ｇ Ｃ Ｐ ） レ イ ヤ ８ １ ４ 、 及 び セ ッ シ ョ ン 開 始 プ ロ ト コ ル （ Ｓ Ｉ Ｐ ） レ
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イ ヤ ８ １ ６ が Ｕ Ｄ Ｐ レ イ ヤ ８ ０ ８ の 上 に 位 置 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 戻 っ て 図 ７ を 参 照 し 、 上 述 し た プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク ８ ０ ０ を サ ポ ー ト す る た め に 、 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク ７ ０ ０ は 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ を 備 え る 。 こ の 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ は
、 Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン 用 の 通 信 の 終 点 を 構 成 す る 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト ア プ リ ケ ー シ ョ
ン を サ ポ ー ト す る 。 こ の 例 で は 、 Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン は Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 通 信 に 関 係 す る 。 第 １ の ユ
ー ザ エ ー ジ ェ ン ト は 、 呼 の 開 始 又 は 終 了 、 及 び 、 既 存 の 呼 の 管 理 を 行 う の に 使 用 す る こ と
が で き る だ け で な く 、 マ ル チ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ン へ の 招 待 を 行 う の に 使 用 す る こ と も で き
る し 、 マ ル チ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ン に 参 加 す る た め の 招 待 の 受 け 付 け 又 は 辞 退 を 行 う の に 使
用 す る こ と も で き る 。 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ は 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ と 通 信 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ は 、 ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン 間 の シ グ ナ リ ン グ メ ッ
セ ー ジ を 中 継 し て 、 ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン が そ れ ら の 間 の 通 信 パ ス を 確 立
す る こ と を 可 能 に す る た め の 中 間 コ ン ポ ー ネ ン ト を 構 成 す る 。 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ は 、
被 呼 び 出 し 側 サ ー バ の ク ラ イ ア ン ト 又 は ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト の ク ラ イ ア ン ト 、 及 び 、 呼 び
出 し 側 ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト の サ ー バ 又 は 転 送 サ ー バ の 双 方 と し て 動 作 す る 。 こ の 例 で は 、
単 一 の プ ロ キ シ サ ー バ が 説 明 さ れ て い る が 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ７ ０ ０ は 、 第 １ の ホ ス ト 端
末 ７ ０ ２ と 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ４ と の 間 に こ の よ う な プ ロ キ シ サ ー バ が 一 続 き と な っ た
も の を 備 え る こ と が で き る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ は 、 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ 及 び 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ と 通
信 す る こ と が で き る 。 こ の 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ は 、 第 ２ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト ア プ リ
ケ ー シ ョ ン を サ ポ ー ト す る 。 こ こ で 、 呼 を 開 始 す る ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト は 、 「 呼 び 出 し 側
（ caller） 」 と 呼 ば れ る の に 対 し て 、 呼 に 応 答 す る か 又 は 答 え る ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト は 、
「 被 呼 び 出 し 側 （ callee） 」 と 呼 ば れ る こ と が 指 摘 さ れ る べ き で あ る 。 通 常 、 ユ ー ザ エ ー
ジ ェ ン ト は 、 呼 び 出 し 側 の 役 割 及 び 被 呼 び 出 し 側 の 役 割 の 双 方 を 実 行 す る 。 こ の よ う な ユ
ー ザ エ ー ジ ェ ン ト の 例 は 、 こ の 例 で は 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ 及 び ／ 又 は 第 ２ の ホ ス ト
端 末 ７ ０ ８ と し て の 機 能 を 果 た す こ と が で き る ソ フ ト ウ ェ ア Ｓ Ｉ Ｐ 電 話 器 又 は ハ ー ド ウ ェ
ア Ｓ Ｉ Ｐ 電 話 器 の い ず れ か で あ る 。 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト と 同 様 に 、 第 ２ の ユ ー ザ エ
ー ジ ェ ン ト も 、 呼 の 開 始 又 は 終 了 、 及 び 、 既 存 の 呼 の 管 理 を 行 う の に 使 用 す る こ と が で き
る だ け で な く 、 マ ル チ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ン へ の 招 待 を 行 う の に 使 用 す る こ と も で き る し 、
マ ル チ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ン に 参 加 す る た め の 招 待 の 受 け 付 け 又 は 辞 退 を 行 う の に 使 用 す る
こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ は 、 特 に 、 自 動 化 さ れ た 電 話 照 会 オ ペ レ ー タ と し て の 機 能 を
果 た す 。 こ の 自 動 化 さ れ た 電 話 照 会 オ ペ レ ー タ は 、 被 呼 び 出 し 側 へ の Ｓ Ｉ Ｐ 招 待 要 求 を 受
け 付 け 、 被 呼 び 出 し 側 の ア ド レ ス を 、 各 被 呼 び 出 し 側 の 各 １ 組 の ゼ ロ 個 又 は １ つ 以 上 の 実
際 の ロ ケ ー シ ョ ン に マ ッ ピ ン グ す る 。 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ に よ っ て ア ク セ ス さ れ る
ロ ケ ー シ ョ ン 情 報 は 、 ロ ケ ー シ ョ ン デ ー タ ベ ー ス ７ １ ０ に 記 憶 さ れ る 。 ま た 、 レ ジ ス ト ラ
サ ー バ ７ １ ２ も 、 ロ ケ ー シ ョ ン デ ー タ ベ ー ス ７ １ ０ を 更 新 す る 目 的 で ロ ケ ー シ ョ ン デ ー タ
ベ ー ス ７ １ ０ に ア ク セ ス す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ は 、 ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト か ら の 登 録 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 受 け 付
け る こ と を 担 当 し 、 こ の 点 で 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ は 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ と 通
信 す る こ と が で き る 。 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ は 、 登 録 さ れ た あ ら ゆ る ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン
ト に 関 す る 最 新 の 情 報 を ロ ケ ー シ ョ ン デ ー タ ベ ー ス ７ １ ０ に 保 持 す る た め に 、 本 明 細 書 で
は 説 明 し な い 他 の 非 Ｓ Ｉ Ｐ 特 有 の ア ー キ テ ク チ ャ コ ン ポ ー ネ ン ト 、 た と え ば 、 ラ イ ト ウ ェ
イ ト デ ィ レ ク ト リ ア ク セ ス プ ロ ト コ ル （ Ｌ Ｄ Ａ Ｐ ） デ ィ レ ク ト リ サ ー バ 、 に よ っ て 援 助 さ
れ る 。 ロ ケ ー シ ョ ン デ ー タ ベ ー ス ７ １ ０ は 、 ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト の 可 用 性 、 ロ ケ ー シ ョ ン
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の 詳 細 、 及 び 連 絡 情 報 に 関 す る 情 報 を 保 持 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ 、 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ 、 レ ジ ス
ト ラ サ ー バ ７ １ ２ 、 及 び 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ （ 以 下 で は 「 コ ン ポ ー ネ ン ト 」 と も 呼 ぶ
） は 、 測 定 機 能 及 び ／ 又 は 測 定 デ ー タ 共 有 機 能 を 実 施 す る た め に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン と の
連 携 が 可 能 （ application-aware） で あ る か 、 又 は 、 Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ 処 理 を 理 解 す る
、 い わ ゆ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ア グ ノ ス テ ィ ッ ク ロ ジ ッ ク （ application agnostic logic）
（ 以 下 、 Ｓ Ｉ Ｐ ア グ ノ ス テ ィ ッ ク ロ ジ ッ ク （ Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ （ SIP-agnostic-logic） ） モ ジ
ュ ー ル と 呼 ぶ ） 、 す な わ ち 動 的 に ロ ー ド 可 能 な コ ー ド 、 で イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ る 。 さ ら
に 、 特 定 の Ｓ Ｉ Ｐ 遠 隔 測 定 タ ス ク の 面 で 援 助 す る 時 に 観 測 さ れ る メ ッ セ ー ジ 、 ト ラ ン ザ ク
シ ョ ン 、 又 は ダ イ ア ロ グ の タ イ プ に 応 じ て 、 異 な る Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー ル が 存 在 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ タ ス ク フ ォ ー ス （ Ｉ Ｅ Ｔ Ｆ ） の コ メ ン ト 要 求 （ Ｒ Ｆ Ｃ
） ３ ２ ６ １ （ http://www.faqs.org/rfcs/rfc3261.html） で 説 明 さ れ て い る よ う に 、 Ｉ Ｎ
Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ （ 招 待 ） ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 及 び 非 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の ２ つ の タ イ プ
の 一 般 的 な Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン が 定 義 さ れ て い る 。 こ れ に 加 え て 、 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ト ラ
ン ザ ク シ ョ ン 及 び 非 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に つ い て 、 関 連 し た 状 態 マ シ ン も 定 義
さ れ て い る 。 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 状 態 マ シ ン は 、 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 要 求 「 経 過 」 メ
ッ セ ー ジ 及 び 最 終 Ａ Ｃ Ｋ メ ッ セ ー ジ 要 求 の イ ン ス タ ン ス を 作 成 す る た め の ロ ジ ッ ク を 実 施
し 、 そ れ に よ っ て 、 ３ ウ ェ イ ハ ン ド シ ェ イ ク を 実 施 す る 。 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 要 求 「 経 過 」 メ ッ
セ ー ジ は 、 た と え ば 、 呼 の 経 過 に 関 し て 、 回 線 の 終 了 時 に ユ ー ザ に フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供
す る 。 非 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 状 態 マ シ ン も 、 同 様 に 、 Ａ Ｃ Ｋ メ ッ セ ー ジ 要 求 を
使 用 し な い ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を サ ポ ー ト す る た め の ロ ジ ッ ク を 実 施 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 そ れ ら の 機 能 に 応 じ て 、 上 述 し た Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー ル は 、 Ｒ Ｆ Ｃ ３ ２ ６ １ に よ っ て
定 義 さ れ た ２ つ の 状 態 マ シ ン を 全 面 的 又 は 部 分 的 に 実 施 す る 。 た だ し 、 こ の 実 施 は 、 対 象
と な る ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 連 し た Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ に 関 す る 測 定 を 行 い 、
且 つ 、 当 該 Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ に 関 す る 状 態 を 記 録 す る た め に 、 関 連 し た Ｓ Ｉ
Ｐ シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ を 認 識 す る た め の パ タ ー ン マ ッ チ ン グ の 目 的 で 行 わ れ る 。 こ こ
で 、 当 業 者 に は 、 こ れ ら ２ つ の 状 態 マ シ ン の 部 分 的 な 実 施 が 可 能 で あ る こ と が 十 分 理 解 さ
れ よ う 。 そ の 理 由 は 、 Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー ル は 、 呼 設 定 を 援 助 す る の に 用 い ら れ な い が
、 逆 に 、 呼 設 定 段 階 に お い て 、 監 視 活 動 又 は 診 断 活 動 の 目 的 で 、 対 象 と な る 関 連 し た 状 態
を ト レ ー ス す る の に 使 用 さ れ る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 実 際 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 状 態 マ
シ ン に は 、 実 行 さ れ る 診 断 タ ス ク に 関 連 し な い 状 態 が あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 及 び 他 の 実 施
の 形 態 で は 、 Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー ル は 、 い ず れ か １ つ の 所 与 の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー ル
が 追 跡 し な け れ ば な ら な い Ｓ Ｉ Ｐ シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ の 量 を 削 減 す る た め に 簡 単 化 す
る こ と が で き る 。 そ れ に よ っ て 、 複 数 の 簡 単 化 さ れ た Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー ル を 、 Ｓ Ｉ Ｐ
通 信 の サ ブ セ ッ ト の 受 信 及 び ／ 又 は 送 信 に 関 連 し た 各 ネ ッ ト ワ ー ク 要 素 に 配 備 す る こ と が
可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 各 ネ ッ ト ワ ー ク 要 素 に お け る 処 理 要 件 は 、 Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー
ル の 処 理 能 力 の 制 限 に よ っ て 削 減 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 個 々 の １ 組 の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ
Ｌ モ ジ ュ ー ル を 、 以 下 の よ う に 、 特 定 の Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 監 視 す る よ う に 定 義 し
て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ・ Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ （ SIP-AL Register） ： Ｓ Ｉ Ｐ レ ジ ス ト ラ 及 び ロ ケ ー シ ョ ン サ
ー ビ ス へ の ク ラ イ ア ン ト の 登 録 に 関 係 し た シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ パ タ ー ン を 追 跡 す る た
め の も の ；
　 ・ Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト （ SIP-AL Invite） ： Ｓ Ｉ Ｐ の 呼 設 定 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 要 求 に 関
係 し た パ タ ー ン を 追 跡 す る た め の も の ；
　 ・ Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ キ ャ ン セ ル （ SIP-AL Cancel） ： Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン へ の 招 待 を キ ャ ン セ
ル す る こ と に 関 係 し た パ タ ー ン を 追 跡 す る た め の も の ；
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　 ・ Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン フ ォ （ SIP-AL Info） ： Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン を 通 る 中 途 に お け る さ ら
な る 情 報 の 転 送 に 関 係 し た パ タ ー ン を 追 跡 す る た め の も の ；
　 ・ Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ バ イ （ SIP-AL Bye） ： Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン 終 了 パ タ ー ン を 追 跡 す る た め の
も の ；
　 ・ Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ オ プ シ ョ ン （ SIP-AL Options） ： 被 呼 び 出 し 側 か ら の 能 力 情 報 を 収 集 す
る の に 使 用 さ れ る 照 会 を 追 跡 す る た め の も の ；
【 ０ １ １ ６ 】
　 各 コ ン ポ ー ネ ン ト に は 、 Ｓ Ｉ Ｐ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 す る 記 録 の デ ー タ ス ト ア 、 た と え
ば 、 ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ （ 図 ７ に 図 示 せ ず ） 、 が 保 持 さ れ る 。 こ れ ら の 記 録 は 、 Ｓ Ｉ Ｐ
呼 Ｉ Ｄ で あ る 、 2345678@lancs.ac.uk等 の 英 数 字 の グ ロ ー バ ル 一 意 識 別 子 を 利 用 す る こ と
に よ っ て 一 意 に 特 定 さ れ 、 鍵 に さ れ る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 呼 Ｉ Ｄ は 、 こ の よ う な 鍵 の ３ ２ ビ ッ ト ハ ッ
シ ュ と し て 記 憶 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ っ て 、 各 ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ 内 で の 一 意 性
が 保 証 さ れ る 。 各 ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ の 記 録 に は 寿 命 が 与 え ら れ 、 そ の 寿 命 後 に 記 録 の
有 効 期 限 が 切 れ 、 そ の 結 果 、 ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 含 ま れ る 記 録 は 自 動 的 に 消 去 さ れ る
と い う 点 で 、 各 ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ は 、 い わ ゆ る ソ フ ト 状 態 原 理 （ soft-state princip
le） に よ っ て 管 理 さ れ る 。 一 方 、 こ の 寿 命 と の 関 連 付 け は 、 未 完 了 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を
追 跡 し て 監 視 す る の に 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 削 除 前 に 、 こ の よ う な 未 完 了 の ト
ラ ン ザ ク シ ョ ン の 適 切 な 概 要 が 生 成 さ れ 、 根 本 的 原 因 を さ ら に 解 析 す る た め に Ｏ Ｓ Ｓ ア プ
リ ケ ー シ ョ ン に た と え ば 送 信 さ れ て 、 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ り 取 得 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 動 作 中 、 登 録 遅 延 は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ７ ０ ０ に よ っ て サ ポ ー ト さ れ る Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 通 信 に
関 し て 監 視 す る 必 要 が あ る 基 本 的 な 待 ち 時 間 で あ る 。 こ の 点 で 、 よ り 多 く の ユ ー ザ が Ｖ ｏ
Ｉ Ｐ サ ー ビ ス の 使 用 に 切 り 換 わ り 、 こ れ ら の ユ ー ザ が 移 動 体 に な る と 、 あ ら ゆ る 障 害 が 大
き な 通 信 遅 延 に つ な が る 可 能 性 が あ る の で 、 た と え ば レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ と い っ た Ｓ
Ｉ Ｐ レ ジ ス ト ラ の 負 担 を 注 意 深 く 監 視 す る 必 要 が あ る 。 ユ ー ザ が Ｖ ｏ Ｉ Ｐ ア ー キ テ ク チ ャ
に 適 切 に 登 録 さ れ て い な い 場 合 、 そ れ ら ユ ー ザ の 所 在 は 未 確 定 の ま ま で あ り 、 し た が っ て
、 関 心 の あ る パ ー テ ィ 又 は 対 応 す る 者 は 、 そ れ ら ユ ー ザ と 接 触 す る こ と が で き な い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 ９ を 参 照 し て 、 登 録 処 理 は 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ の 第 ２ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト と
レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ と の 間 の 簡 単 な ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 含 む 。 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０
８ の 第 ２ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｓ Ｉ Ｇ Ｔ Ｅ Ｒ （ レ ジ ス タ ） 要 求 メ ッ セ ー
ジ ９ ０ ０ を レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ へ 送 信 す る 。 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ は 、 登 録 が 完 了
す る と 、 「 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ で リ プ ラ イ す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 登 録 遅 延 を 測 定 す る 遠 隔 測 定 タ ス ク の 場 合 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ 及 び レ ジ ス ト ラ サ
ー バ ７ １ ２ は 、 上 述 し た Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ ジ ュ ー ル で 適 切 に イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ
る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 そ の 結 果 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ ジ ュ ー ル （ 図 示 せ ず ） は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ
Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 生 成 を 検 出 し 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー
ジ ９ ０ ０ は 、 他 の シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ と 同 様 に 、 Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン を 定 義 す る 送 信 元
ア ド レ ス 及 び 宛 先 ア ド レ ス と 共 に 一 意 の 呼 Ｉ Ｄ を 含 む 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 生 成 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 第 １
の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ ジ ュ ー ル が ト リ ガ さ れ 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ４ が
生 成 さ れ る 。 こ の 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ３ ０ ４ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求
メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ に 関 す る 情 報 で ポ ピ ュ レ ー ト さ れ て い る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要
求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ は 、 た と え ば 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 送
信 元 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 及 び 宛 先 Ｉ Ｐ ア ド レ ス と 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９
０ ０ の 送 信 元 ポ ー ト 番 号 及 び 宛 先 ポ ー ト 番 号 と 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ シ グ ナ リ ン グ
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メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ か ら 抽 出 さ れ た 他 の 部 分 文 字 列 と を 含 む 。 Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 に 必 要
と さ れ る デ ー タ は 構 成 可 能 で あ る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 そ の 後 、 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ が 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ ９ ０ ６ ） 。 こ の 第 １ の タ イ
ム ス タ ン プ ｔ １ は 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ の 第 ２ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト か ら の Ｓ Ｉ Ｐ 　
Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 出 発 時 刻 を 表 す 。 Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ４
は 、 こ の 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ と 共 に 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ の 第 １ の ア ク テ ィ ブ
キ ャ ッ シ ュ （ 図 示 せ ず ） に 加 え ら れ る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ４ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ
Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 呼 Ｉ Ｄ に よ っ て イ ン デ ッ ク ス さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 次 に 、 第 １ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ （ 図 示 せ ず ） が 生 成 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ
Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ と の 間 に 挿 入 さ れ る 。 こ
の 第 １ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 第 １ の タ イ プ － 長 さ － 値 （ Ｔ Ｌ Ｖ （ Type-Length-Valu
e） ） オ ブ ジ ェ ク ト と し て 符 号 化 さ れ る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０
０ の こ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ で 運 ば れ る デ ー タ は 、 適 切 に イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ た 、 こ
の メ ッ セ ー ジ の 受 信 者 に よ り 、 Ｓ Ｉ Ｐ レ ジ ス タ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 測 定 値 に 関 係 し た も の
と し て 特 定 可 能 で あ る 。 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ は 、 第 １ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ に 含
ま れ る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ は 、 そ の 後 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ
７ １ ２ へ 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ ９ ０ ７ ） 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ が 受 信 さ れ る と （ ス テ ッ プ ９ ０ ９ ） 、
Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 第 １ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 構 成 す
る Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト を 受 信 す る こ と に よ っ て 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ
７ １ ２ に 常 駐 す る 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ ジ ュ ー ル （ 図 示 せ ず ） が ト リ ガ さ れ 、 第
１ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ４ と 等 し い 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ８ が 生 成 さ れ
る 。 こ れ に 加 え て 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 受 信 時 刻 を 反 映 し
た 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ が 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ ９ １ ０ ） 。 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ
記 録 ９ ０ ８ は 、 第 １ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト か ら 抽 出 さ れ た 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ 及 び
第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ と 共 に 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ の 第 ２ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ
ュ （ 図 示 せ ず ） に 記 憶 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ の 呼 Ｉ Ｄ に
よ っ て イ ン デ ッ ク ス さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ が 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 要 求 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ０ に 応 答 で
き る 場 合 、 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ ジ ュ ー ル は 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ に よ る 「
Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ の 生 成 を 検 出 し 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ
」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ の 呼 Ｉ Ｄ を 使 用 し て 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ の 第 ２ の ア ク テ ィ
ブ キ ャ ッ シ ュ に お い て 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ８ を 突 き 止 め る 。 次 に 、 Ｓ Ｉ Ｐ －
Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ ジ ュ ー ル は 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ の 第 ２ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ か ら
抽 出 さ れ た 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ８ か ら 、 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ 及 び 第 ２
の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ を 抽 出 し 、 上 述 し た 第 １ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ と 等 し い
第 ２ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 構 築 す る 。 次 に 、 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ
ジ ュ ー ル は 、 第 ２ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト と し て 符 号 化 さ れ た 第 ２ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ
ン ヘ ッ ダ を 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ
ッ ダ と の 間 に 追 加 す る 。 こ の 第 ２ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト は 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応
答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ の 第 ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ に よ っ て 運 ば れ 、 こ の 場 合 も 、 そ の デ
ー タ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ レ ジ ス タ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 測 定 値 に 関 係 し た も の と し て 特 定 可 能 で あ る
。 第 ２ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト は 、 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ 及 び 新 た に 計 算 さ れ た （ ス テ
ッ プ ９ １ ２ ） 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ を 含 む 。 こ の 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ は 、 「 Ｓ
Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ の 出 発 時 刻 を 表 す 。 そ の 後 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０
０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ が 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ ９ １ １ ） 。
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【 ０ １ ２ ６ 】
　 最 後 に 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ が 第 ２ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト
に よ っ て 受 信 さ れ る と （ ス テ ッ プ ９ １ ３ ） 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９
０ ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 構 成 す る 第 ２ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト に よ っ て 、 第 １ の Ｓ Ｉ
Ｐ － Ａ Ｌ レ ジ ス タ モ ジ ュ ー ル が ト リ ガ さ れ 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９
０ ２ の 呼 Ｉ Ｄ を 使 用 し て 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ の 第 １ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ か ら の
適 切 な デ ー タ 記 録 、 す な わ ち 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ 登 録 デ ー タ 記 録 ９ ０ ４ 、 に ア ク セ ス し 、 こ の
適 切 な 記 録 を 、 計 算 さ れ た （ ス テ ッ プ ９ １ ４ ） 第 ４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ４ 、 並 び に 、 「 Ｓ
Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ の 第 ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ に よ っ て 運 ば
れ た 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ 及 び 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ と 共 に 追 加 す る 。 第 ４ の タ
イ ム ス タ ン プ ｔ ４ は 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ ９ ０ ２ の 到 着 時 刻 に 対 応
す る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 次 に 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ と レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ と の 間 で 共 有 さ れ る 測 定 デ ー
タ は 、 そ の 後 、 こ の 例 で は 、 上 述 し た Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８
か ら 収 集 す る こ と が で き る 。 収 集 モ ー ド は 、 当 該 技 術 分 野 で 既 知 の 任 意 の 適 切 な 技 法 と す
る こ と が で き 、 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ に イ ン タ ー ロ ゲ ー ト す
る こ と 、 又 は 、 た と え ば 所 定 の 期 間 の 満 了 と い っ た 所 定 の 解 放 基 準 に 従 っ て 専 用 パ ケ ッ ト
に よ り Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン へ 測 定 デ ー タ を 送 信 す る こ と が 含 ま れ る 。 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ
ー シ ョ ン は 、 測 定 デ ー タ を 所 有 す る と 、 こ の 例 で は 、 以 下 の メ ト リ ッ ク の １ つ 又 は 複 数 の
も の を 計 算 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ・ 登 録 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 全 時 間 ｔ ＝ ｔ ４ － ｔ １

　 ・ レ ジ ス ト ラ で 費 や さ れ た 時 間 ｔ ｒ ＝ ｔ ３ － ｔ ２

　 ・ 全 通 過 時 間 ｔ ｔ ｒ ＝ ｔ － ｔ ｒ

　 ・ 片 道 遅 延 通 過 時 間 ｔ ｏ ｗ ｄ ｒ ｅ ｑ ＝ ｔ ２ － ｔ １ 及 び ｔ ｏ ｗ ｄ ｒ ｅ ｓ ＝ ｔ ４ － ｔ ３

【 ０ １ ２ ９ 】
　 上 記 計 算 の 結 果 は 、 第 １ の テ ー ブ ル １ ０ ０ ０ （ 図 １ ０ ） に 記 憶 す る こ と が で き る 。 こ の
第 １ の テ ー ブ ル １ ０ ０ ０ は 、 各 ホ ス ト 端 末 、 す な わ ち ク ラ イ ア ン ト １ ０ ０ ２ に つ い て 、 ア
ク セ ス さ れ た レ ジ ス ト ラ サ ー バ の 識 別 情 報 １ ０ ０ ４ と 、 特 定 さ れ た レ ジ ス ト ラ サ ー バ で 費
や さ れ た 時 間 １ ０ ０ ６ と 、 計 算 さ れ た 片 道 遅 延 通 過 時 間 １ ０ ０ ８ と 、 計 算 さ れ た 全 時 間 １
０ １ ０ と を 含 む よ う に 編 成 さ れ る 。 測 定 デ ー タ が レ ジ ス ト ラ サ ー バ ７ １ ２ か ら 収 集 さ れ た
場 合 で あ っ て も 、 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 依 然 と し て 、 レ ジ ス ト ラ サ ー バ で 費 や さ れ
た 時 間 ｔ ｒ １ ０ ０ ６ 及 び そ の 単 一 の 要 求 の 片 道 遅 延 通 過 時 間 ｔ ｏ ｗ ｄ ｒ ｅ ｑ １ ０ ０ ８ を 計
算 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 良 好 な サ ー ビ ス 保 証 ツ ー ル と な る た め に 、 ト ラ ン ザ ク シ ョ
ン の 簡 単 な 概 念 を 抽 象 化 し 、 た と え ば ダ イ ア ロ グ 及 び セ ッ シ ョ ン と い っ た 、 異 な る レ ベ ル
の 抽 象 化 に 関 す る 詳 細 な 内 容 へ の ド リ ル ダ ウ ン ア ク セ ス を 可 能 に す る 。 ダ イ ア ロ グ は 、 た
と え ば 呼 設 定 又 は ク ラ イ ア ン ト 登 録 と い っ た 、 一 群 の 関 係 し た ト ラ ン ザ ク シ ョ ン で あ る 。
セ ッ シ ョ ン は 、 グ ロ ー バ ル に 一 意 の 呼 Ｉ Ｄ を 通 じ て 特 定 さ れ る 完 成 し た Ｓ Ｉ Ｐ 呼 を 表 す が
、 こ の セ ッ シ ョ ン は 、 複 数 の ダ イ ア ロ グ で 構 成 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 す べ て の ダ イ
ア ロ グ は 同 じ 呼 Ｉ Ｄ を 有 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 、 収 集 さ れ た 測 定 デ ー タ を 使 用 し て 、 レ ジ ス ト
ラ サ ー バ ７ １ ２ の 性 能 、 及 び 、 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ の 経 験 を 評 価 す る こ と が で き る 。
計 算 の 結 果 、 す な わ ち 、 第 １ の テ ー ブ ル １ ０ ０ ０ の 内 容 は 、 た と え ば 、 棒 グ ラ フ １ １ ０ ０
（ 図 １ １ ） と し て 表 す こ と が で き る 。 こ の 棒 グ ラ フ １ １ ０ ０ は 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ サ ー ビ ス の 信 頼
で き る オ ペ レ ー シ ョ ン を 維 持 す る こ と を 担 当 す る 技 術 者 が 容 易 に 特 定 で き る ピ ー ク 遅 延 １
１ ０ ２ を 示 し て い る 。
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【 ０ １ ３ ２ 】
　 ま た 、 さ ま ざ ま な 測 定 値 は 、 こ の 例 で は 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ 及 び レ ジ ス ト ラ サ ー バ
７ １ ２ と い っ た 双 方 の 測 定 ポ イ ン ト に 分 散 さ れ て い る の で 、 こ れ ら の 計 算 を 行 う の に 必 要
と さ れ る デ ー タ の ほ と ん ど 、 及 び 、 付 随 す る あ ら ゆ る 特 定 情 報 が 、 こ れ ら の 測 定 ポ イ ン ト
で 利 用 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 相 関 の 必 要 性 が 不 要 と な る こ と が 当 業 者 に 十 分 理 解 さ
れ よ う 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 別 の 実 施 の 形 態 （ 図 １ ２ ） で は 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ は 、 上 述 し た 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ －
Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル で イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ る 。 こ の 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ
ト モ ジ ュ ー ル は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ の 生 成 を 検 出 す る
た め の も の で あ る 。 こ の Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ
セ ッ シ ョ ン を 定 義 す る 送 信 元 ア ド レ ス 及 び 宛 先 ア ド レ ス と 共 に 、 一 意 の 呼 Ｉ Ｄ を 有 す る 。
第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー
ジ １ ２ ０ ０ を 検 出 す る と 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ０ ２ を 作 成 し 、 第 １ の
タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ を 計 算 す る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ４ ） 。 こ の 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ は
、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ の 出 発 時 刻 に 対 応 す る も の で あ る
。 次 に 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ０ ２ は 、 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ と 共
に 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 加 え ら れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ
Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ の 呼 Ｉ Ｄ に よ っ て イ ン デ ッ ク ス さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ま た 、 第 １ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ も 生 成 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ

要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ と の 間 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 第 １ の
Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ を 含 む Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト
と し て 符 号 化 さ れ る 。 第 １ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 構 成 す る Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト は 、 Ｓ
Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 基 準 （ measure） に 関 す る デ ー タ を 含 む も の と し て 特
定 可 能 で あ る 。 次 に 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ は 、 プ ロ キ シ
サ ー バ ７ ０ ４ へ 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ６ ） 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ は 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ に よ っ
て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ８ ） 。 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０
０ に 第 １ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ が 存 在 す る こ と に よ っ て 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第 ２
の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル が ト リ ガ さ れ 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録
１ ２ ０ ２ と 等 し い 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ を 生 成 す る 。 ま た 、 Ｓ Ｉ Ｐ
　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ の 受 信 時 刻 に 対 応 す る 第 ２ の タ イ ム ス タ ン
プ ｔ ２ も 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ １ ２ ） 。 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０
は 、 Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト か ら 抽 出 さ れ た 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ 及 び 第 ２ の タ イ ム ス タ
ン プ ｔ ２ と 共 に 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第 ２ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ （ 図 示 せ ず ） に 加
え ら れ 、 こ の 場 合 も 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ の 呼 Ｉ Ｄ に よ
っ て イ ン デ ッ ク ス さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ 、 す な わ ち 順 方 向 、 の 受 信 の 結 果
と し て 作 成 さ れ た 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ の 呼 Ｉ Ｄ と 同 じ 呼 Ｉ Ｄ を 有
す る 後 続 の 応 答 シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ が 生 成 さ れ 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ に お い て 検 出
さ れ た 場 合 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 ２
の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ に ア ク セ ス し 、 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ を 抽 出
す る 。 こ の 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ は 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 下 流 側 の す ぐ 隣 の も の
、 す な わ ち 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト 、 に は ま だ 分 配 さ れ て い
な い 。 こ の 例 で は 、 後 続 の 応 答 シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ は 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第
１ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト に 送 信 さ れ る 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 （ Trying） 」 応 答 メ ッ セ ー
ジ １ ２ １ ４ で あ る 。 次 に 、 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 ２ の Ｉ Ｐ ｖ ６
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宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 構 築 す る 。 こ の 第 ２ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 「 Ｓ Ｉ
Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ４ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ と の 間 に 挿 入
さ れ る 。 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ４ の 第 ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ
ダ は 、 第 ２ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト と し て 符 号 化 さ れ 、 適 切 に イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ た 、 こ
の メ ッ セ ー ジ の 受 信 者 に よ り 、 Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 す る 測 定 デ ー タ を
運 ぶ も の と し て 特 定 可 能 で あ る 。 第 ２ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト に は 、 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ
ｔ ２ 及 び 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ が 提 供 さ れ る 。 こ の 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ は 、 計
算 さ れ た も の で あ り （ ス テ ッ プ １ ２ １ ６ ） 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １
２ １ ４ の 出 発 時 刻 に 対 応 す る も の で あ る 。 次 に 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー
ジ １ ２ １ ４ は 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト へ 送 信 さ れ る （ ス テ
ッ プ １ ２ １ ５ ） 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １
０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ４ を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ １ ２ １ ７ ） 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １
０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ４ の 第 ２ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 第 ２ の タ イ ム ス
タ ン プ ｔ ２ 及 び 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ を 抽 出 す る 。 ま た 、 第 ４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ４

も 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ １ ８ ） 。 こ の 第 ４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ４ は 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０
０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ４ の 受 信 時 刻 に 対 応 す る も の で あ る 。 次 に 、 第 １ の Ｓ Ｉ
Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ０ ２ に ア ク セ
ス し 、 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ 、 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ 、 及 び 第 ４ の タ イ ム ス タ ン
プ ｔ ４ を 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ０ ２ へ 追 加 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 他 の 後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ 、 た と え ば 、 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル に よ
っ て 前 に 作 成 さ れ た 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ に 記 憶 さ れ た も の と 同 じ
呼 Ｉ Ｄ を 有 す る 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ８ ０ 　 呼 び 出 し 音 （ Ringing） 」 シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ １
２ １ ９ 、 が プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ に よ っ て 生 成 さ れ た 場 合 、 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ
ト モ ジ ュ ー ル は 、 そ の 後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ の 生 成 を 検 出 し 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 １ ２ ０ ２
の 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト 、 す な わ ち 下 流 側 の す ぐ 隣 の も の 、 に ま だ 分 配 さ れ て い な い
タ イ ム ス タ ン プ を 抽 出 す る 。 し た が っ て 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２
１ ４ に つ い て 上 述 し た よ う に 、 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ が 取 り 出 さ れ る 。 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １
８ ０ 　 呼 び 出 し 音 」 シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ９ の 場 合 、 前 に 計 算 さ れ た （ ス テ ッ プ
１ ２ ２ ０ ） 第 １ ７ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ ７ が 、 前 に 作 成 さ れ て プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第
２ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 記 憶 さ れ て い る 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０
へ の ア ク セ ス を 通 じ て 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 次 に 、 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ モ ジ ュ ー ル は 、 別 の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 構 築 し
、 こ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ
ッ ダ と の 間 に 挿 入 す る 。 こ の 別 の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 別 の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ
ク ト と し て 符 号 化 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 す る 測 定 デ ー タ を 含 む も
の と し て 特 定 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の 別 の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト は 、 こ れ ま で 分 配 さ れ て い
な い タ イ ム ス タ ン プ も 含 み 、 た と え ば 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ １
４ の 場 合 に は 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ 、 又 は 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ８ ０ 　 呼 び 出 し 音 」 シ グ ナ
リ ン グ メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ９ の 場 合 に は 第 １ ７ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ ７ を 含 む 。 ま た 、 後 続
の 応 答 メ ッ セ ー ジ の 出 発 時 刻 を 表 す 、 新 た に 計 算 さ れ た タ イ ム ス タ ン プ も 、 こ の 別 の Ｔ Ｌ
Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト の 一 部 と し て 含 ま れ る 。 た と え ば 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ
ー ジ １ ２ １ ４ に つ い て は 、 上 述 し た よ う に 、 第 ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ が Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ
ク ト に 含 ま れ る 。 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ８ ０ 　 呼 び 出 し 音 」 シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ９ の 場
合 に は 、 第 １ ７ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ ７ が 、 分 配 さ れ て い な い 唯 一 の タ イ ム ス タ ン プ で あ
る の で 、 こ の 別 の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト に 含 ま れ る 唯 一 の タ イ ム ス タ ン プ と な る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
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　 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ０ の 場 合 、 こ の 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ
Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ １ の 生 成 は 、 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル に よ っ
て 検 出 さ れ 、 そ の 結 果 、 第 ２ １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ １ が 生 成 さ れ る 。 こ の 第 ２ １ の タ イ
ム ス タ ン プ ｔ ２ １ は 、 他 の 後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ に つ い て す で に 上 述 し た の と 同 じ 方 法 で
、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト と 共 有 さ れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト で は 、 後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ の 到
着 が 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル に よ っ て 検 出
さ れ 、 そ の 結 果 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル が
、 こ の 後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ の 到 着 時 刻 の タ イ ム ス タ ン プ を 計 算 す る 。 次 に 、 受 信 さ れ た
後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ の 呼 Ｉ Ｄ が 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ
イ ト モ ジ ュ ー ル に よ っ て 使 用 さ れ て 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ
シ ュ に 記 憶 さ れ た 適 切 な Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 が ア ク セ ス さ れ る 。 次 に 、 到 着 時 刻
の タ イ ム ス タ ン プ が 、 受 信 さ れ た 後 続 の 応 答 メ ッ セ ー ジ の 別 の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ で 運
ば れ た あ ら ゆ る タ イ ム ス タ ン プ デ ー タ と 共 に 、 適 切 な Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 に 加 え
ら れ る 。 し た が っ て 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ １ の 受 信 に つ い て
、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 記 憶 さ れ た 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン
バ イ ト 記 録 １ ２ ０ ２ は 、 第 １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ 、 第 ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ 、 第 ３ の
タ イ ム ス タ ン プ ｔ ３ 、 及 び 第 ４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ４ 、 第 １ ７ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ ７ 、
第 １ ８ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ ８ 、 第 ２ １ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ １ 、 並 び に 第 ２ ２ の タ イ ム
ス タ ン プ ｔ ２ ２ を 含 む 。 こ の 第 ２ ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ２ は 、 第 １ の ユ ー ザ 端 末 ７ ０ ２
の 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト に よ る 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ １ の
受 信 時 刻 に 対 応 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト は 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 ２ ０ ０ 　 Ｏ Ｋ 」 応
答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ １ に 応 答 し て 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ を 生 成 す る
。 こ の Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ は 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の Ｓ
Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル に よ っ て 検 出 さ れ る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ
１ ２ ２ ２ の 検 出 に 応 答 し て 、 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ
Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ の 呼 Ｉ Ｄ を 使 用 し て 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ア ク
テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 記 憶 さ れ た 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ０ ２ に ア ク セ ス す
る 。 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 ２ ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ３ を 計 算
す る （ ス テ ッ プ １ ２ ２ ３ ） 。 こ の 第 ２ ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ３ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要
求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ の 出 発 時 刻 に 対 応 す る も の で あ る 。 第 １ の ホ ス ト ノ ー ド ７ ０ ２ の 第
１ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 記 憶 さ れ た 第 １ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ０ ２ は 、
第 ２ ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ３ で ポ ピ ュ レ ー ト さ れ る 。 次 に 、 さ ら に 別 の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ
プ シ ョ ン ヘ ッ ダ が 生 成 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ
Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ と の 間 に 挿 入 さ れ る 。 こ の さ ら に 別 の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 さ ら に 別 の
Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト と し て 符 号 化 さ れ る 。 こ の さ ら に 別 の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト は 、 適 切 に
イ ン ス ツ ル メ ン ト さ れ た そ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト の 受 信 者 に よ り 、 Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ
ト ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 す る 測 定 デ ー タ を 運 ぶ も の と し て 特 定 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の さ
ら に 別 の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト は 、 分 配 さ れ て い な い あ ら ゆ る タ イ ム ス タ ン プ も 含 み 、 た と
え ば 、 第 ４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ４ 、 第 １ ８ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ １ ８ 、 第 ２ ２ の タ イ ム ス タ
ン プ ｔ ２ ２ 、 及 び 第 ２ ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ３ を 含 む 。 次 に 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ
ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ は 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ へ 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ２ ４ ） 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ が プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ で 受 信 さ れ る と （ ス
テ ッ プ １ ２ ２ ５ ） 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は
、 さ ら に 別 の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 検 出 し 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２
の 呼 Ｉ Ｄ を 使 用 し て 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第 ２ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 記 憶 さ れ た
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第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ に ア ク セ ス す る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ
セ ー ジ １ ２ ２ ２ の こ の さ ら に 別 の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ で 運 ば れ た タ イ ム ス タ ン プ が 、 そ
こ か ら 抽 出 さ れ る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ の 到 着 時 刻 に 対 応 す る 第 ２
４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ４ が 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ２ ６ ） 。 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト
デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ は 、 ア ク セ ス さ れ る と 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ２ の
さ ら に 別 の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 抽 出 さ れ た 第 ４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ４ 、 第 １ ８ の タ
イ ム ス タ ン プ ｔ １ ８ 、 第 ２ ２ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ２ 、 及 び 第 ２ ３ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２

３ と 共 に 、 第 ２ ４ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ２ ４ を 含 む よ う に 更 新 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 上 述 し た 方 法 の 測 定 デ ー タ の 分 配 に よ っ て 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ の 第 １ の ユ ー ザ エ ー
ジ ェ ン ト と プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ と の 間 で 共 有 さ れ る 測 定 デ ー タ を 使 用 す る と 、 前 の 実 施
の 形 態 に つ い て 上 述 し た の と 類 似 の 方 法 で 、 複 数 の 有 用 な 計 算 を 実 行 し て 、 所 与 の Ｓ Ｉ Ｐ
セ ッ シ ョ ン を サ ポ ー ト す る こ と に 含 ま れ る 個 々 の コ ン ポ ー ネ ン ト の 性 能 を 測 定 で き る だ け
で な く 、 所 与 の Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン を サ ポ ー ト す る こ と に 含 ま れ る 複 数 の コ ン ポ ー ネ ン ト の
性 能 を 集 め る こ と も で き 、 た と え ば 呼 設 定 時 間 と い っ た 性 能 を 測 定 で き 、 集 め る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 も ち ろ ん 、 呼 設 定 ダ イ ア ロ グ の 一 部 と し て 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ と 、 Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ
ン を サ ポ ー ト す る 他 の コ ン ポ ー ネ ン ト と の 間 、 た と え ば 、 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ と 第
２ の ホ ス ト ノ ー ド ７ ０ ８ と の 間 で 他 の メ ッ セ ー ジ が 交 換 さ れ る 。 そ の 結 果 、 網 羅 的 で な い
一 例 と し て 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ １ ４ の 送 信 後 に 、 プ ロ キ シ サ
ー バ ７ ０ ４ は 、 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ へ 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ３ ０ ） Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ
Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ を 生 成 す る 。 こ の Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ

要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の 生 成 は 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ
ト モ ジ ュ ー ル に よ っ て 検 出 さ れ る 。 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 Ｓ Ｉ Ｐ
　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ を 検 出 す る と 、 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ
ー タ 記 録 １ ２ ３ ２ を 作 成 し 、 第 ５ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ５ を 計 算 す る （ ス テ ッ プ １ ２ ３ ４ ）
。 こ の 、 第 ５ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ５ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２
２ ８ の 出 発 時 刻 に 対 応 す る も の で あ る 。 次 に 、 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ３
２ は 、 第 ５ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ５ と 共 に 、 第 ２ の ア ク テ ィ ブ キ ャ ッ シ ュ に 加 え ら れ 、 Ｓ Ｉ
Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の 呼 Ｉ Ｄ に よ っ て イ ン デ ッ ク ス さ れ る 。
ま た 、 第 ３ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ が 生 成 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要
求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ と の 間 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 第 ３ の Ｉ
Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 す る 測 定 デ ー タ
を 運 ぶ も の と し て 特 定 可 能 な Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト と し て 符 号 化 さ れ る 。 ま た 、 第 ５ の タ イ
ム ス タ ン プ ｔ ５ も 、 第 ３ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト に 含 ま れ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ が リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ に よ
っ て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ３ ６ ） と 、 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ に 常 駐 す る 第 ３ の Ｓ
Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 ３ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 検 出 し 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ
Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の 呼 Ｉ Ｄ を イ ン デ ッ ク ス と し て 使 用 し て 、 第 ４
の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ３ ８ を リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ の 第 ３ の ア ク テ ィ ブ
キ ャ ッ シ ュ に 作 成 す る 。 ま た 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の 第
３ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ で 運 ば れ た 第 ５ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ５ も 、 第 ３ の 宛 先 オ プ シ ョ
ン ヘ ッ ダ か ら 抽 出 さ れ 、 第 ４ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ３ ８ に 加 え ら れ る 。 Ｓ Ｉ
Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の 到 着 時 刻 に 対 応 す る 第 ６ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ６ が
計 算 さ れ （ ス テ ッ プ １ ２ ４ ０ ） 、 第 ４ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ３ ８ は 、 ア ク セ
ス さ れ る と 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ａ Ｃ Ｋ Ａ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の 第 ３ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か
ら 抽 出 さ れ た 第 ５ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ５ と 共 に 、 こ の 第 ６ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ６ を 含 む よ
う に 更 新 さ れ る 。
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【 ０ １ ４ ７ 】
　 リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ｐ 要 求 メ ッ セ ー ジ １ ２ ２ ８ の
受 信 に 応 答 し て 、 第 ２ の 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ を 生 成 す る 。
リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ の 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 ２ の 「 Ｓ Ｉ
Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ の 生 成 を 検 出 す る 。 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン
バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ の 呼 Ｉ Ｄ を 使 用
し て 、 第 ４ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ ３ ８ に ア ク セ ス し 、 第 ６ の タ イ ム ス タ ン プ
ｔ ６ を 抽 出 す る 。 こ の 第 ６ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ６ は 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ に は ま だ 分 配
さ れ て い な い 。 次 に 、 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 ４ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先
オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ を 構 築 す る 。 こ の 第 ４ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 第 ２ の 「 Ｓ
Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ の ペ イ ロ ー ド と Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ と の 間 に 挿
入 さ れ る 。 第 ４ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ は 、 第 ４ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト と し て 符 号 化 さ れ
、 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に 関 す る 測 定 デ ー タ を 運 ぶ も の と し て 特 定
可 能 で あ る 。 第 ６ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ６ 、 及 び 、 第 ２ の 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ
ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ の 出 発 時 刻 に 対 応 す る 計 算 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ４ ４ ） 第 ７ の タ イ ム ス
タ ン プ ｔ ７ も 、 作 成 さ れ た 第 ４ の Ｔ Ｌ Ｖ オ ブ ジ ェ ク ト に 含 ま れ る 。 次 に 、 第 ２ の 「 Ｓ Ｉ Ｐ
　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ は 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ へ 送 信 さ れ る （ ス テ
ッ プ １ ２ ４ ６ ） 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ の 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｐ － Ａ Ｌ イ ン バ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 第 ２ の 「 Ｓ Ｉ Ｐ
　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ １ ２ ４ ８ ） 、 第 ２ の 「
Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ０ ０ 　 試 行 」 応 答 メ ッ セ ー ジ １ ２ ４ ２ の 第 ４ の 宛 先 オ プ シ ョ ン ヘ ッ ダ か ら 第 ６
の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ６ 及 び 第 ７ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ７ を 抽 出 し 、 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト
デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ に ア ク セ ス し 、 第 ６ の タ イ ム ス タ ン プ ｔ ６ 及 び 第 ７ の タ イ ム ス タ ン プ
ｔ ７ を 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｐ イ ン バ イ ト デ ー タ 記 録 １ ２ １ ０ に 追 加 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 前 述 し た よ う に 、 プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ と リ ダ イ レ ク ト サ ー バ ７ ０ ６ と の 間 に お け る タ
イ ム ス タ ン プ の 対 応 す る 分 配 を 伴 う シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ の 上 記 交 換 は 、 単 な る 例 示 で
あ り 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ と 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ と の 間 で Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 呼 を セ ッ ト ア
ッ プ す る の に 必 要 と さ れ る ダ イ ア ロ グ は 、 図 １ ２ に お い て 分 か る よ う に 、 た と え ば １ つ 又
は 複 数 の プ ロ キ シ サ ー バ ７ ０ ４ と 第 ２ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ８ の 第 ２ の ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト と
の 間 に お け る シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ の 他 の 交 換 を 含 む 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ７ ０ ０ の さ ま ざ ま な Ｓ Ｉ Ｐ サ ポ ー ト コ ン ポ ー ネ ン ト 間 で 収 集 及 び 分 配
さ れ た 測 定 デ ー タ は 、 す で に 上 述 し た の と 類 似 の 方 法 で 、 さ ら に 計 算 を 実 行 し て 、 個 々 の
コ ン ポ ー ネ ン ト の 性 能 を 測 定 す る の に 使 用 す る こ と も で き る し 、 所 与 の Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン
を サ ポ ー ト す る 複 数 の コ ン ポ ー ネ ン ト の 性 能 を 集 め る の に 使 用 す る こ と も で き る 。 集 め ら
れ た 性 能 の 一 例 は 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ か ら Ｓ Ｉ Ｐ 　 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 　 Ｘ Ａ シ グ ナ リ ン
グ メ ッ セ ー ジ １ ２ ０ ０ を 送 信 し て か ら 、 第 １ の ホ ス ト 端 末 ７ ０ ２ で 「 Ｓ Ｉ Ｐ 　 １ ８ ０ 　 呼
び 出 し 音 」 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ま で に 要 す る 時 間 で あ る 。 こ の よ う な 計 算 を 行 う た
め に 、 こ の 例 で は 、 上 述 し た Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ っ て 、 測 定 デ ー タ が 収 集 さ れ 、
１ つ 又 は 複 数 の コ ン ポ ー ネ ン ト の 性 能 を 示 す 計 算 を 実 行 す る の に 、 測 定 デ ー タ が 使 用 さ れ
る 。 Ｏ Ｓ Ｓ ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ っ て 実 行 さ れ た 計 算 の 結 果 は 、 こ の 例 で は 、 第 ２ の テ ー
ブ ル １ ３ ０ ０ （ 図 １ ３ ） に 記 憶 さ れ る 。 こ の 第 ２ の テ ー ブ ル １ ３ ０ ０ は 、 送 信 元 （ Ｕ Ｒ Ｌ
タ イ プ ） ア ド レ ス １ ３ ０ ２ 、 宛 先 （ Ｕ Ｒ Ｌ タ イ プ ） ア ド レ ス １ ３ ０ ４ 、 呼 Ｉ Ｄ １ ３ ０ ６ 、
所 定 の シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ を 各 プ ロ キ シ サ ー バ へ 送 信 す る た め の 時 間 １ ３ ０ ８ 、 被 呼
び 出 し 側 ク ラ イ ア ン ト 時 間 １ ３ １ ０ （ 被 呼 び 出 し 側 端 末 で シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ の 要 求
／ 応 答 を 処 理 す る こ と に 費 や さ れ た 時 間 ） 、 通 過 時 間 １ ３ １ ２ 、 及 び 全 時 間 １ ３ １ ４ の 列
に 編 成 さ れ る 。 第 ２ の テ ー ブ ル １ ３ ０ ０ に 記 憶 さ れ た デ ー タ は 、 次 に 、 図 的 に 表 し て （ 図
１ ４ 及 び 図 １ ５ ） 、 呼 設 定 時 間 （ 図 １ ４ ） 、 又 は 、 呼 設 定 に つ い て の プ ロ キ シ 遅 延 （ 特 定
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の プ ロ キ シ サ ー バ で シ グ ナ リ ン グ メ ッ セ ー ジ を 処 理 す る こ と に 費 や さ れ た 時 間 ） （ 図 １ ５
） の 視 覚 表 現 を 技 術 者 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 上 記 例 は 、 デ ー タ を 記 憶 す る 特 定 の 方 法 を 説 明 し て い る が 、 た と え ば デ ー タ の 編 成 と い
っ た 記 憶 の 方 法 は 変 更 で き る こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で あ る 。 こ の 点 で 、 デ ー タ は 、 メ
ッ セ ー ジ タ イ プ 等 の 所 与 の パ ラ メ ー タ に 関 連 し た デ ー タ の テ ー ブ ル と し て 編 成 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 上 記 例 は 、 パ ケ ッ ト 通 信 と の 関 連 で 説 明 さ れ て い る が 、 用 語 「 メ ッ セ ー ジ 」 は 、 パ ケ ッ
ト 、 デ ー タ グ ラ ム 、 フ レ ー ム 、 セ ル 、 及 び プ ロ ト コ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト を 包 含 す る も の と し
て 解 釈 さ れ る こ と を 目 的 と し て い る こ と が 十 分 理 解 さ れ る は ず で あ り 、 し た が っ て 、 こ れ
ら の 用 語 は 、 交 換 可 能 で あ る と 理 解 さ れ る は ず で あ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 代 替 的 な 実 施 の 形 態 は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と 共 に 使 用 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ
プ ロ グ ラ ム 製 品 と し て 実 施 す る こ と が で き る 。 こ の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 は 、 た と
え ば 、 デ ィ ス ケ ッ ト 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 固 定 デ ィ ス ク 等 の 有 形 の デ ー タ 記 録 媒 体 に
記 憶 さ れ た 一 連 の コ ン ピ ュ ー タ 命 令 で あ る か 、 又 は 、 コ ン ピ ュ ー タ デ ー タ 信 号 で 実 施 さ れ
る 。 こ の 信 号 は 、 有 形 の 媒 体 上 、 又 は 、 た と え ば マ イ ク ロ 波 若 し く は 赤 外 線 と い っ た 無 線
媒 体 上 を 送 信 さ れ る 。 一 連 の コ ン ピ ュ ー タ 命 令 は 、 上 述 し た 機 能 の す べ て 又 は 一 部 を 構 成
す る こ と が で き 、 ま た 、 半 導 体 デ バ イ ス 、 磁 気 デ バ イ ス 、 光 デ バ イ ス 、 他 の メ モ リ デ バ イ
ス 等 の 揮 発 性 又 は 不 揮 発 性 の あ ら ゆ る メ モ リ デ バ イ ス に 記 憶 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ５ ４ 】
【 図 １ 】 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 全 体 的 な 概 略 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の ホ ー ム ノ ー ド の 概 略 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 移 動 ノ ー ド 及 び 対 応 ノ ー ド の 概 略 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 方 法 に よ る 通 信 の メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス チ
ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 別 の 方 法 に よ る 通 信 の メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン
ス チ ャ ー ト 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 構 成 す る さ ら に 別 の 方 法 に よ る 通 信 の メ ッ セ ー ジ シ
ー ケ ン ス チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 第 １ の ホ ス ト 端 末 と 第 ２ の ホ ス ト 端 末 と の 間 の 呼 に 関 す る Ｓ Ｉ Ｐ 通 信 を サ ポ ー ト
す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド の 概 略 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ の ネ ッ ト ワ ー ク ノ ー ド と 共 に 使 用 さ れ る プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク の 概 略 図 。
【 図 ９ 】 図 ７ の 第 １ の ホ ス ト 端 末 と Ｓ Ｉ Ｐ レ ジ ス ト ラ サ ー バ と の 間 で 通 信 さ れ る シ グ ナ リ
ン グ メ ッ セ ー ジ の メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス チ ャ ー ト で あ り 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 構 成 す
る 、 測 定 さ れ た タ イ ミ ン グ 測 定 値 を 含 む メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス チ ャ ー ト 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の メ ッ セ ー ジ シ ー ケ ン ス チ ャ ー ト に つ い て 記 録 さ れ た 測 定 デ ー タ か ら 取 得
さ れ る 計 算 結 果 を 部 分 的 に 示 す テ ー ブ ル 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の テ ー ブ ル に 基 づ く 計 算 結 果 の グ ラ フ 。
【 図 １ ２ 】 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ 呼 を 設 定 す る た め の Ｖ ｏ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ Ｓ Ｉ Ｐ ダ イ ア ロ グ の メ ッ セ ー
ジ シ ー ケ ン ス チ ャ ー ト 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の Ｖ ｏ Ｉ Ｐ ダ イ ア ロ グ に つ い て 記 録 さ れ た 測 定 デ ー タ か ら 取 得 さ れ る サ
ン プ ル 計 算 結 果 を 部 分 的 に 示 す テ ー ブ ル 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の テ ー ブ ル に 基 づ く 第 １ の 個 数 の 計 算 結 果 の グ ラ フ 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の テ ー ブ ル に 基 づ く 第 ２ の 個 数 の 計 算 結 果 の グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ５ 】
７ ０ ２ ： Ｓ Ｉ Ｐ ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト （ 発 呼 ） ホ ス ト Ａ
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７ ０ ４ ： Ｓ Ｉ Ｐ プ ロ キ シ サ ー バ ホ ス ト Ｐ
７ ０ ６ ： Ｓ Ｉ Ｐ リ ダ イ レ ク ト サ ー バ
７ ０ ８ ： Ｓ Ｉ Ｐ ユ ー ザ エ ー ジ ェ ン ト サ ー バ Ｂ （ 着 呼 ） ホ ス ト Ｃ
７ １ ０ ： ロ ケ ー シ ョ ン デ ー タ ベ ー ス
７ １ ２ ： Ｓ Ｉ Ｐ レ ジ ス ト ラ サ ー バ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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